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平成29年度決算状況の報告特集

臥竜山を登る

須坂保育園児



平成30年10月号 ・２・

　

歳
入
と
歳
出
に
よ
る
経
済
活
動

全
般
を
財
政
と
い
い
ま
す
。

　

市
税
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

の
ほ
か
、
借
入
金
に
あ
た
る
市
債

な
ど
に
よ
っ
て
、
福
祉
や
教
育
な

ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

り
道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
決
算
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
決
算
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
財
政
課
～
見
て
み
よ
う
須
坂

市
の
財
政
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
決
算
の
総
額
は
、

歳
入
が
２
１
６
億
６
０
９
６
万
円
、

歳
出
が
２
０
９
億
７
９
１
２
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事

業
に
充
て
る
財
源
を
除
い
た
実
質

収
支
は
、
６
億
７
４
２
０
万
円
の

黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
総
額
は
前
年
度
比
で
0.7

％
の
減
で
、
１
億
５
１
５
６
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
は
、
個
人
市
民
税
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
0.2
％
の
増

　

歳
出
の
総
額
は
前
年
度
比
で
0.8

％
の
減
で
、
１
億
７
３
２
６
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
、
社

会
福
祉
に
充
て
る
「
民
生
費
」が
最

も
多
く
、
全
体
の
33
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
を
性
質
別
で
見
る

と
、
最
も
多
い
の
は
「
扶
助
費
」（
37

億
８
０
６
５
万
円
）で
、
臨
時
福
祉

給
付
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
２
８

６
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
多
か
っ
た
の
は
「
人
件

費
」（
36
億
４
７
１
７
万
円
）で
、
退

決
算
状
況
の
報
告

平成29年度

で
、
１
５
３
９
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比
4.5

％
の
減
で
、
２
億
１
１
８
６
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比
7.7

％
の
減
で
、
１
億
９
３
２
９
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。　

　

市
債
は
、
前
年
度
比
20
・
２
％

の
増
で
、
２
億
７
４
６
０
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
う
ち
地
方
消

費
税
交
付
金
は
、
企
業
実
績
が
好

調
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
前
年
度
比

3.6
％
の
増
で
、
３
３
０
０
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

市税
62億847万円
（28.7％）

地方交付税
45億4,144万円
（21.0％）

諸収入
19億2,198万円
（8.9％）

国庫支出金
（国からの収入）
23億2,949万円
（10.8％）

県支出金
（県からの収入）
13億9,437万円
（6.4％）

繰越金
6億6,014万円
（3.0％）

その他
23億1,000万円
（10.7％）

繰入金
6億5,977万円
（3.0％）

市債
16億3,530万円
（7.5％）

歳入
216億6,096

万円

市税の内訳

個人市民税
23億5,037万円
（37.9％）

法人市民税
5億6,324万円
（9.1％）

固定資産税
25億8,213万円
（41.6％）

市たばこ税
2億8,802万円
（4.6％）

都市計画税
2億4,500万円
（3.9％）

軽自動車税
1億7,118万円
（2.8％）

入湯税
853万円（0.1％）

歳出
209億7,912

万円

民生費
70億3,742万円
（33.5％）

教育費
24億193万円
（11.5％）

総務費
25億3,487万円
（12.1％）

公債費
19億1,452万円

（9.1％）

土木費
24億4,802万円
（11.7％）

衛生費
13億6,919万円
（6.5％）

その他
13億399万円
（6.2％）

商工費
14億3,738万円
（6.9％）

農林水産業費
5億3,180万円
（2.5％）

問
合
せ　

財
政
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

職
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

比
1.3
％
の
増
で
、
４
５
７
８
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

121,420円

140,710円

多い方から
17番目

●市民一人あたりの額

市税（収入）基金現在高 市債現在高

106,724円

142,730円

多い方から
13番目

329,381円

420,856円

少ない方から
２番目

須坂市

県内19市平均

県内19市中の
順位

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

※「基金」は市の預金。「市債」は市の借入金。



平成30年10月号・３・

　上表のとおり、須坂市は、どの比率も基準を大きく下回っているので健全な財政といえます。しかし、

市民一人あたりの市税収入は県内19市の中で17番目と厳しい状況が続いています。今後も行財政改革な

どに取り組み、必要な事業を優先順位により積極的に実施しながら、財政運営を行っていきます。

●須坂市財政のチェック

一人あたり（円）

民生費 137,632

総務費  49,575

土木費  47,876

教育費  46,975

公債費  37,443

商工費

 26,778衛生費

 28,111

農林水産業費  10,401

その他  25,502

合計 410,293

■水道事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

13億　219万円

 9,201万円

歳出

10億7,096万円

 6億7,523万円

■下水道事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

21億4,827万円

 9億7,557万円

歳出

17億8,415万円

16億8,567万円

■宅地造成事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

      159万円

  　    　0円   　    　0円

歳出

    　205万円

会計名 歳入 歳出

井上、 幸高、 九反田、
中 島 財 産 区   　  865万円   　  817万円

介 護 保 険 43億1,554万円 41億9,605万円

後期高齢者医療  6億1,224万円  6億　720万円

国民健康保険 64億8,823万円 62億3,410万円

※平成30年１月１日現在の
　人口（51,132人）で算出

将来負担比率………将来負担を見込まれる負債の割合

実質赤字比率………一般会計を中心とした赤字の割合

実質公債費比率……年間の借金返済額の割合

連結実質赤字比率…一般会計、特別会計、企業会計を
　　　　　　　　　合計した赤字の割合

350.0％

早期健全化基準
（イエローカード）

 13.06％

 25.0％

 18.06％

内　容

 33.4％

平成28年
度決算

赤字なし

 8.0％

赤字なし

 33.1％

平成29年
度決算

赤字なし

 8.6％

赤字なし

財政再生基準
（レッドカード）

20.00％

35.0％

30.00％

　須坂市の財政がどんな状態にあるのか判断するために、須坂市の年間の収支や負債の状況な
どを「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将来負担比率」の４つの視点で
算出しています。
　これらの比率のうちいずれかが「早期健全化基準」以上の場合は、財政健全化計画をつくり、
自主的な財政健全化に取り組むことになります。さらに「財政再生基準」以上の場合は、国の指
導や監督を受けながら確実な再生に取り組むことになり、お金の使い方が制約されます。

■平成29年度決算状況の報告

●市民一人あたりの
  歳出額

【
総
務
費
】

▼
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
更

　

新
工
事

【
民
生
費
】

▼
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

【
衛
生
費
】

▼
健
康
長
寿
発
信
都
市
「
須
坂
Ｊ 

　

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

　

ト
事
業

【
農
林
水
産
費
】

▼
樹
園
地
貸
付
事
業
補
助
金
に
よ

　

る
新
規
就
農
者
支
援

【
商
工
費
】

▼
信
州
須
坂
フ
ル
ー
ツ
エ
ー
ル
協

　

議
会
へ
の
支
援

【
土
木
費
】

▼
除
雪
ド
ー
ザ
の
更
新

【
消
防
費
】

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・
消
防
団

　

積
載
車
の
更
新

【
教
育
費
】

▼
小
学
校
社
会
科
副
読
本
『
わ
た

　

し
た
ち
の
須
坂
市
』
全
面
改
訂

特
別
会
計

企
業
会
計

■須坂市は健全な財政状態

平
成
29
年
度
の
主
な
事
業



平成30年10月号 ・４・

国
民
健
康
保
険（
特
別
会
計
）

　

平
成
29
年
度
末
現
在
の
被
保
険

者
（
加
入
者
）
数
は
１
万
１
７
３
８

人
で
、
前
年
度
末
よ
り
５
２
８
人

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
と
し
て
、
75
歳
を
迎
え
る

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

に
な
る
こ
と
や
被
用
者
保
険
の
適

用
拡
大
、
市
全
体
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

医
療
費
や
高
額
療
養
費
を
含
む

保
険
給
付
費
は
37
億
７
１
６
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
4.2
％
の
減
で
、

１
億
６
１
８
０
万
円
減
少
し
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
保
険
給
付
費

は
減
少
し
ま
し
た
。
被
保
険
者
数

の
減
少
や
薬
代
の
引
き
下
げ
が
要

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

収
支
差
引
額
か
ら
、
基
金
繰
入

（
取
崩
）
金
・
前
年
度
繰
越
金
・
基

金
積
立
金
な
ど
を
差
し
引
い
た
単

年
度
収
支
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

赤
字
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
国

●国民健康保険事業特別会計の決算状況

■後期高齢者医療
　75歳以上（一定の障がいのある65歳以上）の方は、
平成20年度から後期高齢者医療制度に加入し、医
療を受けています。
　この制度では、後期高齢者医療（特別会計）を設
け、医療費に充てるため、加入する皆さんから保
険料を徴収し、広域連合へ納付しています。

■国民健康保険
　万が一の病気やけがなどに備え、地域に住む加入者の皆さんが国民
健康保険税を負担し医療費に充てる相互扶助制度です。職場の健康保
険（被用者保険）や後期高齢者医療制度などで医療を受けている方
を除いて、すべての方が加入し「国民皆保険制度の要」といわれます。
　平成30年度からは、県も国民健康保険制度を担っており、財政
運営の責任主体として、国保会計の安定化を図っています。市は、
従来どおり保険税の賦課・徴収、被保険者証の発行、保険給付の
決定、支給などを行っています。

　

歳
入
総
額
は
64
億
８
８
２
３
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
1.2
％
の

減
で
、
８
２
０
８
万
円
減
少
し
ま

し
た
。

　

主
な
も
の
は
▼
被
用
者
保
険
か

ら
の
交
付
金
▼
県
か
ら
の
支
出
金

▼
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
税
な

ど
で
す
。

　

療
養
給
付
費
交
付
金
は
、
対
象

者
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
４
９

０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
国
民

健
康
保
険
税
も
、
２
９
５
９
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
繰
入
金
で
は
、
財
政

支
援
強
化
な
ど
を
目
的
と
し
た
法

定
内
繰
り
入
れ
が
、
基
準
な
ど
の

変
更
に
伴
い
、
２
３
４
６
万
円
減

少
し
ま
し
た
。

　

歳
出
総
額
は
62
億
３
４
１
０
万

国民健康保険と後期高齢者医療の決算状況

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
2.1
％
の

減
で
、
１
億
３
３
７
９
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
▼
病
院
な
ど
に
支

払
う
医
療
費
や
高
額
療
養
費
▼
出

産
育
児
一
時
金
▼
葬
祭
費
な
ど
の

保
険
給
付
費
が
支
出
総
額
の
約
60

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

●国民健康保険費用額の推移

前期高齢者交付金
18億4,830万円（28.5%）

共同事業交付金
12億8,661万円（19.8%）

一般会計繰入金
3億5,707万円（5.5%）

その他の収入
2億3,759万円（3.7%）

療養給付費交付金
1億2,422万円（1.9%）

国・県支出金
14億4,075万円（22.2%）

国民健康保険税
11億9,369万円（18.4%）

歳入

64億8,823

万円

保健事業費
6,546万円（1.0%）

後期高齢者支援金
 6億7,326万円（10.8%）

介護納付金
2億5,409万円（4.1%）

退職保険給付費
7,982万円（1.3%）

共同事業拠出金
12億4,910万円（20.0%） その他の支出

2億8,503万円（4.6%）

一般保険給付費
36億2,734万円（58.2%）

歳出

62億3,410

万円

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

10億円 20億円 30億円 40億円 50億円

■入院　■入院外　■歯科　■調剤　■食事療養費　■療養費　■訪問看護

17億2,203万円

15億3,442万円

16億4,331万円

16億4,009万円

15億5,194万円

15億7,835万円

2億7,710万円

2億6,003万円

2億6,691万円

9億9,808万円

8億9,485万円

9億3,709万円

8,938万円

8,052万円

8,232万円

7,562万円

6,648万円

6,662万円

1,327万円

864万円

784万円
平成28年度

（45億8,244万円）

平成29年度
（43億9,688万円）

平成27年度
（48億1,557万円）

国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
は
▼
高
額
な
医
療

費
を
県
内
市
町
村
で
支
え
合
う
共

同
事
業
拠
出
金
▼
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
支
援
金
▼
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
介
護
保
険
料
に
あ
た

る
介
護
納
付
金
▼
基
金
積
立
金
▼

保
健
事
業
費
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。



平成30年10月号・５・

後
期
高
齢
者
医
療（
特
別
会
計
）

　

被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
と
、

保
険
料
の
軽
減
分
お
よ
び
事
務
費

に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
主
な
も
の
で
す
。

　

保
険
証
の
郵
送
や
保
険
料
の
徴

収
事
務
な
ど
の
総
務
費
、
長
野
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

徴
収
し
た
保
険
料
の
納
付
金
が
あ

り
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
一
般
会
計
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
費
の
市
負
担
分
と
し

て
、
広
域
連
合
へ
療
養
給
付
費
負

担
金
５
億
１
４
０
２
万
円
、
広
域

連
合
の
運
営
費
と
し
て
広
域
連
合

●後期高齢者医療特別会計の決算状況

一般会計繰入金など
1億2,720万円（20.8%）

総務費など
832万円（1.4%）

　

平
成
29
年
度
の
被
保
険
者
数
は
、

前
年
度
比
１
９
１
人
増
の
７
９
９
８

人
で
し
た
。
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
は
83
万
４
０
９
円
（
県
内
19
市

の
中
で
高
い
方
か
ら
11
位
）で
、
前

年
度
比
0.8
％
の
増
で
、５
１
０
５
円

増
加
し
、県
平
均
82
万
７
２
０
２
円

を
３
２
０
７
円
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
医
療
費

は
、
36
万
１
９
４
１
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
0.5
％
の
減
で
、
１

９
８
２
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

負
担
金
１
６
６
４
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
支
出
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
を
健
全
に
運
営

す
る
た
め
に
基
金
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
の
残
高
は
67
万

円
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
27
年

度
に
国
な
ど
か
ら
の
財
政
支
援
や

保
険
税
率
の
改
定
、
給
付
費
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
末

で
５
億
６
０
３
万
５
千
円
を
保
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
予
期
せ
ぬ
支
出
増
や
収

入
減
へ
の
対
応
、
今
後
の
保
険
税

改
定
時
に
急
激
な
引
き
上
げ
と
な

ら
ぬ
よ
う
安
定
財
政
の
た
め
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

●一人あたりの医療費

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

●国民健康保険給付費の推移

40億円

38億円

36億円

34億円

32億円

24年度 25年度 26年度 27年度

31万
4,590
円

32万
6,200
円

34万
2,822
円

35万
2,061
円

34万
4,808
円33万

1,243
円

34万
6,487
円

36万
7,473
円

36万
1,941
円

36万
3,923
円

35億
3,399
万円

37億
9,337
万円

39億
3,159
万円

40億
4,086
万円

37億
716
万円

38億
6,895
万円

伸び率
3.6%

伸び率
2.8%

伸び率
-4.2%

伸び率
-4.3%

伸び率
7.3%

28年度 29年度

▼特定健診を受診しましょう。

▼特定保健指導を受けて生活習慣を見直し

　ましょう。

▼かかりつけ医をもちましょう。

▼薬局では、お薬手帳を提示しましょう。

▼ジェネリック医薬品を積極的に利用しま

　しょう。

【医療費適正化のためのお願い】

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
状
況

歳出
6億720万円

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
県

内
平
均
額
を
上
回
る

安
定
財
政
の
た
め
の
基
金

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

　

し
か
し
、
県
内
77
市
町
村
中
で

は
、
31
番
目
と
高
い
方
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
市
町
村
平
均
額
と
比

較
す
る
と
９
８
８
０
円
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

病
類
で
み
る
と
、
脳
梗
塞
や
心

臓
疾
患
な
ど
の
循
環
器
系
疾
患
、

人
口
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性
腎

不
全
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
起
因

と
す
る
場
合
が
多
い
疾
患
や
が
ん

な
ど
の
悪
性
新
生
物
の
増
加
が
顕

著
で
す
。

36万円

34万円

32万円

30万円

28万円

県内市町村平均

須坂市

27年度

832,078円

824,529円

●一人あたりの後期高齢者医療費

80万円

70万円

75万円

28年度

825,304円

819,991円

29年度

830,409円

827,202円

24年度

762,067円

787,242円

25年度

756,664円

799,453円

26年度

788,038円

804,424円

須坂市

須坂市

長野県

長野県

■平成29年度決算状況の報告

民
健
康
保
険
税
の
改
定
や
一
般
会

計
繰
入
金
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
黒
字
経
営
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

歳入
6億1,224万円

後期高齢者医療保険料
4億8,504万円
（79.2%）

広域連合納付金
5億9,888万円
（98.6%）



平成30年10月号 ・６・

問合せ　高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）

介護保険事業の
運営状況

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ

の
人
ら
し
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
が
必
要
な
人
と
そ

の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
た
め
の
社
会
保
険
制
度
で
す
。

　

須
坂
市
の
介
護
保
険
を
取
り
巻
く
こ
れ
ま
で
の
主
な
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、「
第

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
被

保
険
者
が
介
護
の
必
要
な
状
態
に

あ
る
か
、
ま
た
、
ど
の
程
度
必
要

か
を
判
定
す
る｢
要
介
護
認
定｣

は
、

心
身
の
状
況
に
よ
っ
て
「
要
支
援

１
」
か
ら
「
要
介
護
５
」
ま
で
の
７

段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

須
坂
市
に
お
け
る
認
定
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
数
も
増
加
し
て
い
る
の
で
、
認

定
出
現
率
（
第
１
号
被
保
険
者
に

対
す
る
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

１
号
被
保
険
者
」（
65
歳
以
上
の
方
）

と
「
第
２
号
被
保
険
者
」（
40
歳
～

64
歳
で
医
療
保
険
に
加
入
の
方
）

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
の
平
成
29
年
度
の
第
１

号
被
保
険
者
数
は
、
介
護
保
険
制

度
が
開
始
さ
れ
た
平
成
12
年
度
の

約
1．4
倍
（
42
・
５
％
増
）
で
、
１
万

５
８
８
４
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
化
率
（
全
人
口
に
対

す
る
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
）
も

10
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
31
・
２
％

と
な
り
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

の
割
合
）
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
須
坂
市
の
認
定
出
現
率

は
、
全
国
や
長
野
県
の
平
均
よ
り

も
低
く
、
県
内
の
19
市
の
中
で
も

低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
給
付
費
は

制
度
開
始
時
の
約
３
倍

　

平
成
29
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
総
数
は
２
２
４
５
人
で
、

平
成
12
年
度
に
比
べ
、
約
2.6
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

「
保
険
給
付
費
」と
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、

利
用
者
本
人
が
負
担
す
る
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
（
原
則
１
割
）を
除
い
た

経
費
（
９
割
）
の
こ
と
で
す
。

　

保
険
給
付
費
は
年
々
増
加
し
、

平
成
12
年
度
の
12
億
９
千
万
円
と

平
成
29
年
度
の
38
億
４
千
万
円
を

比
較
す
る
と
、
約
３
倍
に
増
加
し

ま
し
た
。

●要介護（要支援）認定者数と認定出現率（第２号被保険者含む）の推移

40億円

30億円

20億円

10億円

●介護サービス受給者の総数と
　介護保険給付費の推移

14.3％

平成12年度末 15年度末 18年度末 21年度末 24年度末 27年度末 29年度末

12.9
億円

36.5
億円

38.4
億円34.1

億円
31.5
億円

27.8
億円

23.1
億円

2,071人
2,245人

1,862人
1,688人1,670人

1,319人

16,000人

14,000人

12,000人

10,000人

8,000人

6,000人

4,000人

2,000人

平成12年度末 15年度末 18年度末 21年度末 24年度末 27年度末 29年度末

第１号被保険者 うち75歳以上

※第１号被保険者数は住所地特例者を含むため住民基本台帳の人数とは異なります。

高齢化率

5,750人 6,362人
7,749人

8,115人
7,269人6,928人

11,146人
11,909人

12,729人 13,756人
14,500人

15,575人 15,884人

20.4％
22.0％ 23.8％

26.0％ 27.9％
30.5％ 31.2％

●第１号被保険者（65歳以上）数の推移

4,887人

第
１
号
被
保
険
者
数
は

制
度
開
始
時
の
約
1.4
倍

要
介
護（
要
支
援
）認
定
者

は
制
度
開
始
時
の
約
２
倍

500人

2,000人

1,000人

1,500人

平成12年度末 15年度末 18年度末 21年度末 24年度末 27年度末 29年度末

123人
293人

205人
130人
151人
156人

206人

470人

208人

253人

238人
209人 320人

289人

145人

282人

179人

376人

307人

300人

223人

362人

132人
182人

469人

300人

299人

245人
178人

260人

248人

220人

367人

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５14.3％
13.4％

14.0％

13.8％

2,221人 2,192人2,027人1,842人1,814人1,584人合計1,058人

292人 277人

549人 504人

334人 346人

267人 320人

378人 378人

221人 226人

180人 141人

13.3％認定出現率 
9.5％

第１号被保険者
要介護認定率の比較

全 国

長野県

須坂市

18.0％

17.1％

13.5％

須坂市には
元気な高齢者
が多いんだね！

受給者の
総数
857人

介護保険



平成30年10月号・７・

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を
滞

納
し
、
納
付
相
談
に
も
応
じ
て
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
措

置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
１
年
以
上
滞
納
⇓
支
払
方
法
の
変
更
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
後
で
保
険

給
付
（
費
用
の
７
～
９
割
）を
受
け
ま

す
（
償
還
払
い
）
。

【
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納

　

⇓
償
還
払
い
の
差
し
止
め
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を
自

己
負
担
し
、
給
付
が
一
時
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。
差
し
止
め
ら
れ
た
給
付

は
滞
納
し
た
保
険
料
と
相
殺
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
２
年
以
上
滞
納

　

⇓
利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ
】

　

未
納
期
間
に
応
じ
て
、
利
用
者
負

担
が
３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
納
付
に
困
っ
た
と
き
は

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
や
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
生
活
困
窮

者
に
対
し
て
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
措
置
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
高
齢
者

福
祉
課
（
窓
口
９
番
・
本
庁
舎
１

階
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
は
県
内
19
市
の

中
で
最
も
低
い
設
定

　

介
護
保
険
の
財
源
は
50
％
が
公

費
、
23
％
が
第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
、
27
％
が
第
２
号
被
保
険

者
の
保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
介

須
坂
市
の
介
護
保
険
運
営
の

今
後
の
見
込
み

　

介
護
保
険
は
、
３
年
ご
と
に
見

直
し
ま
す
。
須
坂
市
の
高
齢
化
率

は
、
全
国
平
均
よ
り
高
い
も
の
の
、

長
野
県
平
均
と
同
程
度
で
す
。

　

一
方
、
認
定
出
現
率
は
全
国
や

長
野
県
平
均
に
比
べ
て
約
３
ポ
イ

ン
ト
以
上
低
く
「
元
気
な
高
齢
者

が
多
い
」と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
期
的
な
予
想
で
は
、

後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
の
方
）
の

増
加
に
伴
い
、
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
も
増
加
し
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
介
護
予
防
事
業
を

は
じ
め
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●介護保険の財源

●介護保険料（基準月額）の推移

15年度から3年間 18年度から3年間 21年度から3年間 24年度から3年間 27年度から3年間 30年度から3年間

全国平均 長野県平均 須坂市

3,293
円

3,072
円

2,878
円

4,090
円

3,882
円

3,620
円

4,160
円

4,039
円

3,822
円

4,972
円

4,920
円

4,541
円

●介護保険料基準額の設定の考え方

「要介護認定者が何人なのか」、「サービスをどのくらい使うか」で保険料が変わってきます。

認定者

⇒⇒

【参考】介護サービス費用の負担金額例（目安）

●一人の要介護認定者が
月15万円分のサービスを
利用した場合

65歳以上全員で31,050円
（一人あたり約２円）

利用者本人が15,000円

40～64歳全員で36,450円

市が16,875円

県が16,875円

国が33,750円

保険給付

サービス
利用量 65歳以上の

介護保険料
基準額

65歳以上
の人数

第１号被
保険者の
負担割合

保険給付
割合

90％ 23％
×× × ÷ ＝

護
保
険
料
の
基
準
月
額
５
０
４
０

円
で
す
。

　

須
坂
市
は
認
定
出
現
率
が
低
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国
や
長
野
県

平
均
よ
り
も
低
い
金
額
で
設
定
で

き
ま
し
た
。

5,514
円

5,399
円

4,768
円

5,869
円

5,596
円

5,040
円

50％

公費
（国・県・市）

23％

保険料
（第１号
被保険者）

27％

保険料
（第２号
被保険者）
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決
算
審
査
と
は

問合せ　監査委員事務局（☎026‐248‐9022）

　

▼
一
般
・
特
別
会
計
、
企
業
会

計
に
か
か
る
歳
入
歳
出
決
算
お
よ

び
附
属
書
類
▼
基
金
の
運
用
状
況

を
示
す
書
類
▼
健
全
化
判
断
比
率

お
よ
び
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
、
そ
の
決
算
の
計
数

は
関
係
諸
帳
簿
と
符
合
し
て
正
確

で
あ
り
、
予
算
の
執
行
は
適
正
で

し
た
。

　

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
は
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
運
営

上
の
問
題
は
な
く
、
資
金
不
足
比

率
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

７
月
２
日
か
ら
７
月
19
日
ま
で

の
間
、
鰐
川
晴
夫
代
表
監
査
委
員

と
石
合
敬
監
査
委
員
が
、
平
成
29

年
度
須
坂
市
一
般
会
計
・
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
公
営
企
業
会

計
決
算
等
お
よ
び
健
全
化
判
断
比

【
歳
入
】

▼
市
税
等
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

　

市
税
等
の
収
入
未
済
額
は
、
市

税
も
国
民
健
康
保
険
税
も
前
年
度

よ
り
縮
減
し
、
収
納
率
も
そ
れ
ぞ

れ
向
上
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
・
特
別
会
計

　

こ
れ
は
、
市
税
等
滞
納
整
理
推

進
本
部
を
中
心
と
す
る
関
係
部
課

の
新
規
滞
納
者
を
発
生
さ
せ
な
い

取
り
組
み
な
ど
、
努
力
の
成
果
と

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

収
入
の
確
保
は
、
市
の
事
業
を

行
う
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

納
税
者
や
受
益
者
へ
の
公
平
性
を

確
保
す
る
面
か
ら
も
重
要
で
す
。

　

今
後
も
、
市
税
お
よ
び
住
宅
使

用
料
な
ど
の
債
権
に
つ
い
て
収
入

未
済
額
の
縮
減
や
徴
収
率
の
向
上

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

　

関
係
法
令
お
よ
び
須
坂
市
債
権

管
理
条
例
に
基
づ
き
、
適
切
か
つ
、

公
平
性
を
確
保
し
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
市
税
を
は
じ
め
処
分

を
行
お
う
と
す
る
市
の
債
権
に
つ

い
て
十
分
に
調
査
を
行
い
、
適
正

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
歳
出
】

　

各
種
団
体
へ
の
負
担
金
・
補
助

金
・
交
付
金
に
関
し
て
は
、
交
付

先
団
体
の
一
部
に
算
出
根
拠
な
ど

に
つ
い
て
不
明
確
な
も
の
お
よ
び

慣
例
的
な
も
の
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
執
行
内
容
の
精
査
を

要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
負
担
金
・
補
助
金
・
交
付

金
の
必
要
性
、
妥
当
性
な
ど
の
見

直
し
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
市
長

か
ら
審
査
に
付
さ
れ
る
決
算
書
と

そ
の
他
関
係
諸
表
な
ど
の
計
数
を

確
認
し
、
予
算
の
執
行
と
会
計
処

理
が
適
正
で
効
率
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
監
査
委
員
が
審
査
し
ま

す
。

　

ま
た
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

設
置
・
運
用
さ
れ
て
い
る
基
金
に

つ
い
て
も
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て

い
る
か
審
査
し
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

審
査
と
は

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
前

年
度
の
決
算
数
値
な
ど
か
ら
算
定

さ
れ
た
、
健
全
化
判
断
比
率
（
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
）
お
よ
び
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率
を
監
査
委
員
が
審
査

し
ま
す
。

各
会
計
決
算
の
審
査
結
果
は

適
正

監
査
委
員
の
意
見
（
抜
粋
）

平
成
29
年
度
決
算
審
査
報
告

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

平
成
29
年
度
も
安
定
し
た
基
金

の
積
み
立
て
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
経
費
の
節
減
に
努
め
、

安
定
し
た
健
全
財
政
が
図
ら
れ
る

よ
う
一
層
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
種
健
（
検
）
診
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
も
受
診
勧
奨

に
積
極
的
に
注
力
す
る
な
ど
受
診

率
の
向
上
に
工
夫
、
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

受
診
率
の
向
上
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
の
負
担
軽
減
や
被

保
険
者
の
健
康
増
進
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
保
健
予
防

活
動
に
一
層
努
め
て
く
だ
さ
い
。

【
繰
越
額
（
金
）
お
よ
び
基
金
】

　

平
成
29
年
度
の
繰
越
額
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
一
般
会
計
と

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
で
は
、
一
般
会
計
で
減
、

国
民
健
康
保
険
基
金
と
介
護
給
付

費
準
備
基
金
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

両
会
計
と
も
、
給
付
の
推
測
に

困
難
性
が
高
い
こ
と
な
ど
を
認
め

ま
す
が
、
よ
り
適
切
な
財
政
運
営

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
予
算
の
適
切
な
管
理
と

効
率
的
な
運
用
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

率
等
に
対
す
る
審
査
を
行
い
、
一

部
に
つ
い
て
意
見
を
付
し
、
８
月

20
日
に
市
長
に
報
告
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

平成29年度決算審査
意見の要旨

決算審査
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▼
財
務
分
析
数
値
は
、
総
収
支
比

率
も
営
業
収
支
比
率
も
前
年
度
よ

り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
水
収
益
に
占
め
る
職
員
給
与
費

の
割
合
は
前
年
度
よ
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
健
全
経
営
の
維
持

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
一
層
の
経
営
の
効
率

化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
収
水
量
１
㎥
当
た
り

の
供
給
単
価
と
給
水
原
価
の
差
額

は
前
年
度
よ
り
下
降
し
、
総
給
水

量
に
対
す
る
有
収
率
は
上
昇
し
ま

し
た
。
今
後
も
配
水
施
設
の
有
効

利
用
に
努
め
る
な
ど
、
一
層
の
効

率
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
事
業
に
必
要
な
人
材

の
育
成
と
老
朽
化
し
た
管
路
施
設

な
ど
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
に
対

す
る
計
画
策
定
が
急
務
と
言
え
ま

す
。

▼
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、

流
動
資
産
が
流
動
負
債
に
比
べ
て

大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
資
金
不

足
が
直
ち
に
発
生
す
る
状
況
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
資
金
不
足

比
率
の
発
生
は
、
須
坂
市
の
連
結

赤
字
比
率
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
特
に
注
意
を
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
水
道
事
業
会
計

　

財
務
分
析
数
値
は
、
固
定
比
率

も
負
債
比
率
も
低
下
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
高
い
比
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
値
は
今
後
も
高
率
で
推

移
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
経

営
状
態
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

事
業
の
効
率
的
な
運
営
と
経
営

の
一
層
の
健
全
化
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　

資
金
不
足
比
率
は
、
現
時
点
で

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
安
定
し
た
経
営
を
行

う
た
め
に
も
、
既
存
の
宅
地
売
却

完
了
後
の
宅
地
造
成
事
業
会
計
の

今
後
の
あ
り
方
を
引
き
続
き
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

■
宅
地
造
成
事
業
会
計

　

財
政
力
指
数
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
上
昇
に
転
じ
、
平
成
29
年
度

は
０　

５
６
３
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
０　

０
１
４
改
善
し
て
い

ま
す
。
第
五
次
須
坂
市
総
合
計
画

（
後
期
基
本
計
画
）の
目
標
値
の
０
・

５
３
０
以
上
を
今
後
も
堅
持
す
る

よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

経
常
収
支
比
率
は
93
・
４
％
で

■
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

■平成22年度～29年度決算状況指数の推移

【財政力指数】

　須坂市の財政力の強弱を表すもので、

毎年必要なお金をどのくらい自力で調達

できるかを示したものです。

　１に近い（１を超える）ほど、毎年必要

なお金を自力で調達できていることにな

ります。

【経常収支比率】

　お金の使い道の自由度を表すもので、

毎年必要なお金に対して須坂市が毎年得

ることのできる収入がどのくらい必要な

のかを示したものです。

　数値が高いほど、自由に使えるお金が

少ないということになります。

95.0

85.0

90.0
88.3 87.9

90.8

89.1

91.9 92.0
92.5

93.4

前
年
度
に
比
較
し
て
0.9
％
上
昇
し

て
お
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
４
年

連
続
し
て
２
０
２
０
年
度
目
標
数

値
の
90
・
０
％
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
将

来
負
担
比
率
は
平
成
26
年
度
を
ピ

ー
ク
に
３
年
連
続
低
下
し
て
い
ま

す
。
29
年
度
は
33
・
１
％
と
な
り

前
年
度
に
比
べ
て
0.3
％
低
下
し
て

い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年
度

度
に
比
較
し
て
0.6
％
上
昇
し
、
8.6

％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
早
期
健
全
化
基
準
を
大
幅
に
下

回
っ
て
お
り
、
健
全
財
政
を
堅
持

し
て
い
ま
す
。

　

審
査
結
果
の
と
お
り
、
財
政
運

営
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第

五
次
須
坂
市
総
合
計
画
で
は
、
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
財
政
運
営
と

し
て
、
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支

比
率
、
そ
し
て
市
税
の
徴
収
率
な

ど
に
目
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
実

質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
公
債
費
や

地
方
交
付
税
の
動
向
に
よ
り
影
響

さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
総
合

計
画
に
お
け
る
目
標
値
の
達
成
の

た
め
に
も
配
慮
し
た
財
政
運
営
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

（平成）22
年
度

26
年
度

24
年
度

28
年
度

23
年
度

27
年
度

25
年
度

29
年
度

（％）

0.530
（目標値）

0.539

0.516

0.506
0.510

0.523

0.536
0.549

0.563

（平成）22
年
度

26
年
度

24
年
度

28
年
度

23
年
度

27
年
度

25
年
度

29
年
度

（目標値）

・

・
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問合せ　各園または子ども課（☎026‐248‐9026）

保育園・認定こども園・
私立幼稚園の入園受付のお知らせ

子育て

平成3１年度

　

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
を
利

　

各
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に

あ
る
申
込
書
類
に
記
入
し
、
入
園

受
付
日
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
受
付

場
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
育
園
の
申
込
書
類
は
、
10
月

12
日
㈮
か
ら
各
園
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

入
園
の
申
し
込
み
が
で
き
る
方

は
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
育

認
定
ま
た
は
教
育
標
準
時
間
認
定

を
受
け
た
お
子
さ
ん
で
す
。

　

保
育
認
定
を
受
け
る
に
は
、「
保

育
が
必
要
な
事
由
」
に
該
当
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
育
が
必
要
な
事
由　

保
護
者
が

▼
就
労
（
月
80
時
間
以
上
）
し
て
い

る
▼
妊
娠
・
出
産
▼
疾
病
・
障
が

い
が
あ
る
▼
家
族
の
介
護
・
看
護

が
必
要
▼
３
歳
未
満
児
の
保
育　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

転
入
予
定
者
や
産
休
・
育
児
休

業
明
け
な
ど
で
、
年
度
途
中
か
ら

の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
子

ど
も
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

児
童
の
年
齢
や
保
護
者
の
市
民

税
所
得
割
額
な
ど
で
決
定
し
ま
す
。

▼
保
育
認
定
を
受
け
る
と
、
保
護

者
の
就
労
時
間
な
ど
に
よ
っ
て
保

育
時
間
が
、
①
保
育
標
準
時
間
（
最

長
11
時
間
保
育
）
か
②
保
育
短
時

間
（
最
長
８
時
間
保
育
）
の
ど
ち
ら

か
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

①
も
②
も
、
そ
れ
ぞ
れ
延
長
保

育
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
各
園
の
延
長
保
育
の
時
間
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
園
の
申
し
込
み
を
す
る
と
き

は
、
入
園
す
る
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
都
合
が
悪
く
て
入
園
受
付
日
に

申
し
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、

第
１
希
望
の
園
に
事
前
に
連
絡
を

し
た
う
え
で
、
入
園
受
付
日
か
ら

11
月
16
日
㈮
の
間
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
マ
リ
ア
こ
ど
も
園
お
よ
び
須
坂

双
葉
幼
稚
園
で
教
育
を
受
け
る
こ

と
を
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
標

準
時
間
認
定
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、「
保
育
が
必
要
な
事
由
」

に
該
当
し
、
保
育
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
、
支
給
認
定
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園

私
立
幼
稚
園

　

園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

各
家
庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
、

入
園
料
と
保
育
料
が
軽
減
さ
れ
る

制
度
（
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
）
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
子
ど
も
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
制
度

　

各
園
と
も
入
園
手
続
き
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
各
園
に
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
接

続
で
き
ま
す
。

入
園
手
続
き

支
給
認
定
申
請
が
必
要
で
す

入
園
対
象
者

入
園
相
談

保
育
料

入
園
手
続
き
方
法

入
園
料
・
保
育
料

注
意
事
項

　各園の利用定員を超える申し

込みがあった場合は、子ども課

が利用調整を行います。

※必ずしも第１希望の園に入園

できるとは限りません。ご了承

のうえ、お申し込みください。

用
す
る
た
め
に
は
、
「
保
育
認
定
」

（
保
育
園
）
ま
た
は
「
教
育
標
準
時

間
認
定
」
（
幼
稚
園
）を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

入
園
手
続
き
書
類
と
あ
わ
せ
て

「
支
給
認
定
」
申
請
書
を
入
園
受
付

日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。



平成30年10月号・11・

 電話番号
（市外局番026）

送迎バス延長時間保育時間定員幼稚園名（所在地）

 7:50～8:30
 降園～17:30

245‐0316有
8:30～15:30

（冬季は15:00まで）
 210人豊（東横町）

 なし 245‐1007有
8:30～15:30
 （通年）

  80人泉園（常盤町）

■保育園（私立・公立）

須坂東部（高橋町）

 7:30～18:30 246‐0975

日時　11月２日㈮
　　　午前９時～
　　　11時30分
場所　市役所305
　　　会議室（本
　　　庁舎３階）

日時　11月２日㈮
　　　午後２時～
　　　４時30分
場所　市役所305
　　　会議室（本
　　　庁舎３階）

電話番号
（市外局番026）

入園受付
日時・場所

入園受付日時
※場所は各園

受け入れ
年齢

　開園時間
（延長時間含む）

入所可能定員
■４、５歳児
●３歳児
▼３歳未満児

入所可能定員
■４、５歳児
●３歳児
▼３歳未満児

保育園名（町名）

みつばち（塩川町）

上高井（本上町）

豊洲（小河原町）

日時　11月６日㈫
　　　午前９時～
　　　11時30分
場所　各保育園

日時　11月６日㈫
　　　午後２時～
　　　４時30分
場所　各保育園

■認定こども園（私立）

電話番号
（市外局番026）

受け入れ
年齢

開園時間
（延長時間含む）

区分

保育認定
（保育利用）

保育認定
（保育利用）

7:30～

　18:30

7:30～

　18:30

６か月～

２歳児～

245‐0012

245‐2753

11月６日㈫
午前９時～11時30分

11月６日㈫
午後２時～４時30分

教育標準
時間認定

（教育利用）

教育標準
時間認定

（教育利用）

３歳児～

３歳児～

10月３日㈬～

10月５日㈮～

■幼稚園（私立）

私
立

 7:00～19:00

 7:30～18:30

 7:30～19:00

産休明け

産休明け

産休明け

246‐2110

245‐2154

245‐1041

公
立

幼
保
連
携
型

幼
稚
園
型

日野（塩川町）

須坂（東横町）

井上（幸高町）

高甫（野辺町）

北旭ケ丘（北旭ケ丘町）

須坂千曲（中島町）

豊丘（豊丘上町）

相之島（相之島町）

仁礼（仁礼町）

マリアこども園

（春木町）

※同所に分園あり

須坂双葉幼稚園

（屋部町）

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～19:00

 7:30～18:30

 7:30～19:00

６か月～

６か月～

６か月～

６か月～

６か月～

６か月～

６か月～

６か月～

６か月～

６か月～

やすらぎ（本郷町）  7:00～19:00
４か月～
２歳児

247‐0160

さかた山風の子
（坂田町）

 7:00～19:00 産休明け 248‐8920

■３人●２人▼６人

■13人●５人▼５人

■２人●３人▼17人

■０人●０人▼11人

■１人●７人▼18人

■４人●13人▼20人

■６人●４人▼15人

■20人●15人▼15人

■３人●７人▼18人

■５人●６人▼14人

■６人●４人▼12人

■３人●３人▼８人

■０人●11人▼７人

■７人●７人▼10人

■11人●３人▼14人

■若干人●20人▼24人

■若干人●20人▼０人

■若干人●５人▼18人

■若干人●35人▼０人

248‐2192

248‐2118

245‐1665

245‐4041

245‐4154

245‐0485

245‐4094

245‐1841

245‐0645

園名
（所在地）



平成30年10月号 ・12・

10月１日から文書館の一般利用を
開始します

文書館

問合せ　文書館（☎026‐285‐9041）

　

須
坂
市
文
書
館
は
、
本
年
４
月

１
日
に
開
設
し
、
所
蔵
文
書
の
整

理
や
目
録
の
作
成
、
閲
覧
コ
ー
ナ

ー
の
整
備
な
ど
準
備
を
進
め
、
10

月
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

文
書
館
の
概
要

利
用
の
概
要

文
書
館
の
業
務

名　

称　

須
坂
市
文
書
館

所　

在　

須
坂
市
大
字
須
坂
８
１

２
番
地
２
（
旧
上
高
井
郡
役
所
内
）

連
絡
先　

▼
☎
０
２
６
‐
２
８
５
‐
９
０
４
１

▼

０
２
６
‐
２
８
５
‐
９
１
７
５

▼
Ｅ
メ
ー
ル　

bunshokan@city.

s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p

開
館
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

▼
土
曜
日
▼
日
曜
日
▼
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休

日
▼
12
月
29
日
～
１
月
３
日

蔵
書
件
数　

約
３
５
３
０
０
件

【
内
訳
】

▼
移
管
文
書
（
旧
公
文
書
）
…

　
　
　
　
　
　
　

約
５
４
０
０
件

▼
所
蔵
文
書
（
古
文
書
）
…　
　
　

　
　
　
　
　
　

約
１
７
１
０
０
件

▼
寄
託
文
書
（
古
文
書
）
…　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

約
１
９
０
０
件

▼
複
製
文
書
（
古
文
書
）
…　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

約
６
６
０
０
件

▼
所
蔵
図
書
…
…
約
４
３
０
０
件

　

文
書
館
所
有
文
書
の
閲
覧
や
、

複
写
が
で
き
ま
す
が
、
次
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

「
須
坂
市
文
書
館
文
書
等
閲
覧
・

複
写
・
撮
影
申
請
書
」
に
、
必
要

事
項
を
記
載
し
て
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
閲
覧
な
ど
を
希
望
す
る
文
書
の

名
称
は
、
備
え
付
け
の
次
の
文
書

目
録
か
ら
特
定
し
ま
す
。

▼
旧
町
村
別
行
政
文
書
目
録

▼
移
管
行
政
文
書
目
録

▼
文
書
館
資
料
目
録

▼
複
製
文
書
目
録

▼
蔵
書
台
帳
目
録
（
寄
贈
図
書
目

録
、
蔵
書
目
録
）

※
開
架
図
書
の
閲
覧
に
は
、
申
請

書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

⇒

　

閲
覧
な
ど
は
、
申
請
書
を
提
出

後
お
お
よ
そ
10
日
ほ
ど
後
（
文
書

館
か
ら
連
絡
）
に
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

で
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
な
ど
の
記
載
の
あ
る

文
書
は
、
閲
覧
な
ど
の
利
用
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
有
権
者
の
意
向
に
よ
り
、
複

写
な
ど
が
許
可
さ
れ
な
い
文
書
が

あ
り
ま
す
。

※
文
書
な
ど
の
貸
し
出
し
は
行
い

ま
せ
ん
。

　

文
書
館
の
主
な
業
務
は
次
の
４

つ
で
す
。

▼
文
書
な
ど
の
収
集
、
整
理
お
よ

　

び
保
存
。

▼
文
書
な
ど
の
閲
覧
お
よ
び
一
般

　

の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

▼
文
書
な
ど
に
関
す
る
調
査
や
研

　

究
。

▼
文
書
な
ど
に
関
す
る
知
識
の
普

　

及
や
啓
発
。

【
そ
の
他
】

▼
市
民
の
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
古

文
書
な
ど
を
お
預
か
り
し
、
文
書

目
録
を
作
成
し
ま
す
。
文
書
目
録

作
成
後
、
文
書
を
お
返
し
し
ま
す
。

作
成
し
た
目
録
は
、
須
坂
市
域
の

史
料
目
録
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
公
開
し
ま
す
。

▼
市
民
の
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
古

文
書
な
ど
に
関
し
て
、
寄
託
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
文
書
な
ど
を

お
預
か
り
し
、
寄
託
文
書
目
録
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
修

理
や
修
復
な
ど
を
行
い
、
文
書
館

所
有
の
文
書
な
ど
と
同
様
に
保
存

し
、
一
般
の
利
用
に
供
し
ま
す
。

こ
の
目
録
は
、
文
書
館
資
料
目
録
・

須
坂
市
域
の
史
料
目
録
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま
す
。

※
須
坂
市
域
の
史
料
目
録
は
、
閲

覧
な
ど
の
検
索
目
録
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
『
須
坂
市
域
の
史
料
目
録
』を
使

っ
て
の
文
書
な
ど
閲
覧
・
複
写
・

撮
影
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
宅
に
眠
っ
て
い
る

古
文
書
や
処
分
を
考
え

て
い
る
古
文
書
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
文
書

館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲文書館職員



平成30年10月号・13・

信州須坂ハーフマラソンにより道路が混雑します

交通規制

問合せ　生涯学習スポーツ課（☎026‐248‐2020）

8：50～10：40
横断混雑

8：35～10：00
横断混雑

8：20～11：30
横断混雑

10月21日㈰午前８時～11時30分ごろ

　コースの横断は可能ですが、ランナー優先となるため渋滞します。係員の指示に従ってください。

　大会当日は、コース周辺にお住まいの皆様、事業所の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたします。ご理

解・ご協力をよろしくお願いします。

　市内を始め、県内外から２千人を超えるランナー・ウォーカーの皆さんをお迎えし、開催しますの

で、沿道でのご声援にご協力をよろしくお願いします。

■交通規制のお知らせ

おおよその規制時間

10月21日㈰午前８時30分スタート(臥竜公園庭球場駐車場)

　　の場所は、特に渋滞が

予想されます。できるだけ

迂
う か い

回をお願いします。

※ランナーがいない時は道

路を横断できますが、必ず

係員の指示に従ってくださ

い。

※ランナー通過後に順次規

制を解除します。

長電バス・市民バス利用の

方

須坂屋島線 (8:25長野駅発)、

屋代須坂線 (8:05松代駅発)、

山田温泉線 (8:20須坂駅発)、

仙仁線(7:55仙仁発・9:00須

坂駅発 )の一部バス停（末

広町・須坂病院入口・須坂

病院・笠鉾会館、屋部下、

メセナホール、屋部、須坂

高校前 )は当日、停車しま

せんので、ご利用の際はご

注意ください。

市街地　　8:00～9:30

日滝地区　8:30～10:30

北信濃くだもの街道（虫

送北～県民須坂運動広場）

　　　　　8:40～11:00

野辺　八町地区

　　　　　8:00～11:30

・

8：10～9：10
横断混雑

8：45～10：20
横断混雑



平成30年10月号 ・14・

10月から産婦健診の費用の助成と
子育て応援アプリの配信を開始します

子育て

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

　　　　▼保健センター（☎026‐248‐9023）

平
成
30
年
10
月
か
ら
産
婦
健

診
の
費
用
の
助
成
を
開
始
し

ま
す

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
と
お

し
た
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

須
坂
市
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

出
産
後
間
も
な
い
時
期
に
お
母

さ
ん
の
心
身
の
健
康
状
態
や
授
乳

状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
産

婦
健
診
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

平
成
30
年
10
月
１
日
以

降
に
出
産
さ
れ
た
方
で
、
受
診
日

に
須
坂
市
に
住
民
票
が
あ
る
方　

健
診
時
期　

概
ね
産
後
２
週
間
お

よ
び
産
後
１
か
月
な
ど
出
産
後
間

も
な
い
時
期

実
施
機
関　

県
内
の
産
科
医
療
機

関
お
よ
び
助
産
所

補
助
額　

健
診
１
回
に
つ
き
上
限

額
５
千
円
（
２
回
ま
で
）

※
健
診
費
用
は
実
施
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
５
千
円
を
超
え

た
分
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

健
診
内
容　

▼
問
診
▼
診
察
▼
体

重
・
血
圧
測
定
▼
尿
検
査
▼
産
後

う
つ
病
質
問
票

※
健
診
結
果
は
実
施
機
関
か
ら
市

に
報
告
さ
れ
ま
す
。
必
要
な
方
に

は
保
健
師
や
助
産
師
が
医
療
機
関

な
ど
と
連
携
し
て
、
心
身
の
ケ
ア

や
育
児
支
援
を
行
い
ま
す
。

受
診
票
の
交
付　

妊
娠
届
出
時
に

受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

※
既
に
妊
娠
届
出
が
済
ん
で
い
る

方
で
10
月
１
日
以
降
に
出
産
が
見

込
ま
れ
る
方
に
は
受
診
票
を
郵
送

し
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
と
は
、
妊

娠
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
知
ら

せ
る
た
め
、
妊
婦
さ
ん
が
身
に
つ

け
る
マ
ー
ク
で
、
周
囲
が
配
慮
し

や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

須
坂
市
で
は
妊
娠
届
出
を
さ
れ

た
妊
婦
さ
ん
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
の
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
つ
け
て

い
る
方
を
見
か
け
た
ら
、
思
い
や

り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
体
調
の
悪
そ
う
な
妊
婦
さ
ん
に

　

気
づ
い
た
ら
声
を
か
け
ま
し
ょ

　

う
。

▼
電
車
や
バ
ス
な
ど
で
妊
婦
さ
ん

　

に
席
を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

▼
妊
婦
さ
ん
の
近
く
で
は
喫
煙
を

　

や
め
ま
し
ょ
う
。

▲マタニティマーク

子
育
て
応
援
ア
プ
リ
「
す
ま

い
る
ナ
ビ
」
の
配
信
を
開
始

し
ま
す

　

お
子
さ
ん
の
成
長
記
録
や
妊
娠
・

出
産
・
乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
関

す
る
情
報
提
供
の
ほ
か
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
も
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

無
料
配
信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

ア
プ
リ
に
は
、
次
の
４
つ
の
特

徴
的
な
機
能
が
あ
り
ま
す
（
機
能

は
随
時
追
加
・
改
良
の
予
定
で
す
）。

【
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
】

　

生
年
月
日
を
入
力
す
る
だ
け
で
、

自
動
的
に
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
作
成
し
ま
す
。

　

年
齢
や
接
種
間
隔
な
ど
、
間
違

っ
た
接
種
予
定
に
は
警
告
を
出
し

て
接
種
誤
り
を
防
止
し
ま
す
。

【
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
】

　

健
診
や
予
防
接
種
な
ど
、
大
切

な
予
定
を
設
定
し
た
日
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
身
長
や
体

重
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
成
長
の
記

録
も
で
き
ま
す
。

　

災
害
な
ど
で
母
子
健
康
手
帳
を

な
く
し
て
も
、
３
カ
月
ご
と
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
お

子
さ
ん
の
大
切
な
情
報
を
守
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

【
子
育
て
情
報
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

 

の
情
報
提
供
】

　

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
、
子
育
て
応
援
メ
ル
マ

ガ
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
―
だ
よ

り
を
掲
載
し
ま
す
。

【
施
設
検
索
】

　

予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
や
子
育
て
関
連
施
設
を
検
索

で
き
、
地
図
や
ル
ー
ト
を
表
示
し

ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲イメージ画像

ダウンロード無料！
※通信費はご利用者の負担
となります。
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健　康

尿中塩分測定をして
食生活を見直してみませんか

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

血
圧
を
上
げ
る
原
因

１
日
の
塩
分
目
標
値

食
品
に
含
ま
れ
る
塩
分
量

減
塩
は
若
い
人
こ
そ
大
事

塩
分
摂
取
量
を
調
べ
て
み
ま

せ
ん
か

　

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧

に
つ
な
が
る
要
因
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
高
血
圧
を
放
置
し
て
い
る

と
、脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
慢
性
腎

臓
病
と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
自
身
の
一
日

の
塩
分
摂
取
量
を
把
握
し
て
い
ま

す
か
。
予
想
以
上
に
塩
分
を
取
り

過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

食
生
活
に
向
き
合
い
、
塩
分
摂
取

量
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
間
の
体
液
の
塩
分
濃
度
は
、

0.9
％
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

食
塩
の
摂
取
量
が
多
い
と
、
の

ど
が
渇
く
た
め
水
な
ど
を
飲
み
ま

す
。
体
液
の
塩
分
濃
度
を
0.9
％
に

調
整
す
る
た
め
、
血
液
量
が
増
え
、

血
管
に
圧
が
か
か
り
血
圧
が
上
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
内
臓
脂
肪
か
ら
出
る
物

質
が
血
管
を
傷
め
る
た
め
、
肥
満

の
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
た
ば
こ
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
睡
眠
不
足
、
緊
張
も
血
圧
を

上
げ
る
原
因
で
す
。

　

１
日
の
塩
分
の
目
標
値
は
、『
日

本
人
の
食
事
摂
取
基
準
２
０
１
５
』

に
よ
る
と
、
18
歳
以
上
の
男
性
は

８
ｇ
未
満
、
18
歳
以
上
の
女
性
は

　

塩
分
量
を
知
る
た
め
に
は
、
普

段
食
べ
て
い
る
食
品
の
塩
分
量
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

食
品
に
は
「
食
塩
相
当
量
」
の
食

品
成
分
表
示
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
分
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
多

く
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
食
品
を

食
べ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
食
品
に
含
ま
れ
る
塩
分
量
の
一
例
】

▼
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
…
約

　

5.9
ｇ

▼
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
素
１
袋
（
市
販
）

　

…
約
2.9
ｇ

▼
塩
さ
ば
（
半
身
）
…
約
2.7
ｇ

▼
明
太
子
（
一
腹
）
…
約
3.4
ｇ

▼
き
ゅ
う
り
の
漬
物
（
５
切
れ
）
…

　

…
約
0.8
ｇ

▼
塩
昆
布
（
小
さ
じ
１
）
…
約
0.9
ｇ

　

一
日
に
ど
の
く
ら
い
塩
分
を
摂

取
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

方　

法　

尿
を
採
っ
て
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
ま
す
。

※
結
果
は
、後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

検
査
料　

無
料

※
事
前
に
検
査
方
法
の
説
明
と
検

査
物
品
、
食
事
身
体
記
録
表
な
ど

を
お
渡
し
し
ま
す
。

■１日の塩分目標値

■食品に含まれる塩分量

■30～40代男女別の食塩摂取の特徴

　　（『日本人の食事摂取基準2015』より）

（『平成28年度県民健康・栄養調査』より）

男性

塩さば

明太子

きゅうり
の漬物

インスタン
トラーメン

チャーハン
の素１袋

女性

塩昆布

0

0

2ｇ

2ｇ

4ｇ

4ｇ

6ｇ

6ｇ

8ｇ

8ｇ

10ｇ

10ｇ

▲

７
ｇ
未
満
、
高
血
圧
の
方
は
６
ｇ

未
満
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
須
坂
市
尿
中
塩
分
測
定

結
果
は
9.7
ｇ
で
、
男
性
は
10
・
０

ｇ
、
女
性
は
9.4
ｇ
で
し
た
。
男
女

と
も
に
塩
分
摂
取
量
が
多
い
で
す
。

　

年
代
が
若
い
ほ
ど
減
塩
を
心
が

け
て
い
な
い
人
の
割
合
が
多
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

若
い
頃
か
ら
減
塩
を
意
識
す
る

こ
と
で
将
来
の
血
圧
上
昇
を
抑
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
は
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
の
他
調
味
料
や
加
工
食

品
か
ら
食
塩
を
取
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■目標値　■測定結果

10.0ｇ

5.9ｇ

2.9ｇ

2.7ｇ

3.4ｇ

0.8ｇ

0.9ｇ

8ｇ未満

7ｇ未満

9.4ｇ

減
塩
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

「
良よ

し
お塩

く
ん
」と「
う
す
あ
人じ

ん

」日本高血圧学会2017

しょうゆ
16.7％

しょうゆ
17.0％

みそ
14.0％

みそ
14.4％

ドレッシング、
ルウ、ソースなど

23.5％

ドレッシング、
ルウ、ソースなど

26.5％

パン、ハム、
漬物などの
加工食品
28.9％

パン、ハム、
漬物などの
加工食品
32.4％

塩
13.6％

塩
13.0％

男性 女性



平成30年10月号 ・16・

米
子
大
瀑
布
紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

と　

き　

10
月
20
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
45
分

集
合
場
所　

湯
っ
蔵
ん
ど

歩　

程　

３
㎞

参
加
費　

２
千
円
（
お
や
き
・
旬
の

果
物
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
賃
含
む
）

定　

員　

40
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

10
月
19
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
０
２
６
‐
２
１
５
‐
２
２
２
５
）

米よ
な

子こ

大だ
い
ば
く瀑

布ふ

駐
車
場
協
力
金
・
マ
イ
カ
ー

規
制
の
お
願
い

　

紅
葉
期
間
の
米
子
大
瀑
布
駐
車

場
の
混
雑
整
理
と
環
境
整
備
の
た

め
、
駐
車
場
利
用
時
は
協
力
金
の

負
担
を
お
願
い
し
ま
す
（
タ
ク
シ

ー
と
二
輪
車
は
除
く
）
。

と　

き　

▼
10
月
６
日
㈯
～
28
日

㈰
の
マ
イ
カ
ー
規
制
を
行
わ
な
い

日協
力
金　

５
０
０
円
（
１
台
）

【
米
子
大
瀑
布
の
休
日
マ
イ
カ
ー

 

規
制
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の

 

お
知
ら
せ
】　

　

交
通
混
雑
対
策
の
た
め
、
紅
葉

期
に
マ
イ
カ
ー
規
制
（
タ
ク
シ
ー

と
二
輪
車
は
除
く
）
を
実
施
し
、

問
合
せ　

商
業
観
光
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

■米子大瀑布シャトルバスの時刻表

※乗車時間は約50分です。

最終 13:30

湯っ蔵んど発
（上り）

約30分おきに運行

始発 7:30

米子大瀑布発
（下り）

最終 16:00

始発 9:20

観
　
光

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

実
施
日　

▼
10
月
13
日
㈯
▼
14
日

㈰
▼
20
日
㈯
▼
21
日
㈰

運
行
時
間　

左
上
の
時
刻
表
参
照

運
行
区
間　

湯
っ
蔵
ん
ど
～
米
子

大
瀑
布
駐
車
場
ま
で
の
往
復
（
片

道
14
㎞
）

運
賃
（
往
復
）　

▼
大
人
１
３
０
０
円

▼
小
学
生
６
５
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

マ
イ
カ
ー
駐
車
場　

湯
っ
蔵
ん
ど

周
辺
の
駐
車
場
（
誘
導
あ
り
）

　

須
高
薬
剤
師
会
は
、
医
薬
品

全
般
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま

の
健
康
な
生
活
の
確
保
・
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
薬
と
健
康
の
週
間
】

　

毎
年
秋
に
「
薬
と
健
康
の
週

間
」
を
開
催
し
、
医
薬
品
の
適

正
な
使
用
の
大
切
さ
や
、
薬
剤

師
の
役
割
に
関
し
て
広
く
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
薬
相
談
室
】

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
須
坂

健
康
ま
つ
り
で
は
「
お
薬
相
談

室
」
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
お
薬
に
関
し
て
の
疑

問
・
質
問
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
薬
剤
師
】

　

須
高
地
区
内
の
各
学
校
に
学

校
薬
剤
師
を
配
置
し
、
薬
物
乱

用
防
止
活
動
や
環
境
衛
生
検
査

（
教
室
の
換
気
や
明
る
さ
、
飲
料

水
や
プ
ー
ル
水
の
検
査
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
検
査
の
結

須
高
薬
剤
師
会
の
主
な
活
動
と
取
り
組
み

問
合
せ　

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
１
０
１
）

果
を
も
と
に
改
善
策
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
快
適
な
教
育
環
境
を
守
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤
師
】

　

一
人
の
薬
剤
師
が
、
一
人
の

患
者
さ
ん
の
お
薬
の
情
報
を
ま

と
め
て
把
握
す
る
こ
と
で
、
飲

み
合
わ
せ
や
副
作
用
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
ま
す
。
開
局
時
間
以
外

で
も
、
お
薬
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

医
師
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
お
薬
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

【
サ
ポ
ー
ト
薬
局
】

　

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一

定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
薬
局

と
し
て
、
前
述
の
か
か
り
つ
け

薬
局
の
役
割
の
他
、
市
販
薬
や

健
康
食
品
に
関
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
介
護
や
食
事
、
栄
養

摂
取
に
関
し
て
相
談
で
き
る
薬

局
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
須
高
地
域
の
全
て
の

薬
局
が
サ
ポ
ー
ト
薬
局
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
薬

局
本
来
の
姿
で
あ
る
、
身
近
な

健
康
相
談
が
で
き
る
薬
局
を
目

指
し
ま
す
。

　

近
年
、
須
高
三
市
町
村
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
地
域
医

療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事

業
に
薬
剤
師
会
も
参
画
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
在
宅
医
療
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル

の
啓
発
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

中
で
、
患
者
さ
ん
を
中
心
と
し

て
多
様
な
医
療
関
係
者
の
連
携

が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
時
代

で
す
。
在
宅
患
者
さ
ん
へ
の
お

薬
の
提
供
や
飲
み
残
し
の
薬
の

確
認
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

皆
さ
ま
が
こ
の
地
域
で
安
心
し

て
健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
薬
剤
師
の
役
割
だ
と
考

え
ま
す
。

須
高
薬
剤
師
会
長

　
　
　
　
　
　
　

山
下　

徹
也
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定

期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

活
用
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す

日
本
脳
炎
予
防
接
種

健
康
だ
よ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

接
種
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
平
成

31
年
１
月
31
日
㈭

対　

象　

▼
接
種
日
に
65
歳
以
上

の
方
▼
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
の
疾
病

に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相

当
の
方

自
己
負
担　

１
２
０
０
円
（
一
人

１
回
限
り
）

実
施
場
所　

▼
須
坂
市
・
小
布
施

町
・
高
山
村
の
医
療
機
関
▼
県
内

の
協
力
医
療
機
関

※
対
応
し
て
い
な
い
医
療
機
関
も

あ
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
医
療
機
関
に
確
認
し

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
須
坂
市
・

小
布
施
町
・
高
山
村
以
外
で
接
種

す
る
方
は
事
前
に
健
康
づ
く
り
課

（
窓
口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）
ま
で
、

予
診
票
を
受
け
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

接
種
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
平
成

31
年
１
月
31
日
㈭

助
成
金
額　

１
２
０
０
円
（
１
接

種
に
つ
き
）

対　

象　

生
後
６
か
月
～
中
学
３

　

日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
は
、

平
成
17
年
５
月
か
ら
接
種
の
積
極

的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
22
年
度
か
ら
年
齢
ご
と

に
順
次
接
種
勧
奨
を
再
開
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
９
歳
と
18
歳
に
な

る
お
子
さ
ん
に
２
期
の
接
種
勧
奨

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

は
、
日
本
脳
炎
１
期
（
３
回
）
の
接

種
履
歴
を
母
子
手
帳
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
３
回
の
接
種
が
済
ん

で
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
接
種
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
２
期
の
予

診
票
は
、
18
歳
に
な
る
年
に
発
送

し
ま
す
。

　

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳

を
お
持
ち
の
上
、
健
康
づ
く
り
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

年
生

※
通
知
と
予
診
票
は
、
市
内
の
学

校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

に
は
学
校
か
ら
配
布
し
ま
し
た
。

市
外
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
と
未
就
学
児
に
は
、
郵

送
し
ま
し
た
。
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
希
望
す
る
方
は
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

予防接種のお知らせ

予防接種

　

須
坂
市
で
は
、「
生
涯
健
康
都
市

須
坂
」を
目
指
し
て
、「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」
取
り
組

め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
は
市
内
27
コ
ー
ス
あ
り

ま
す
。
マ
ッ
プ
を
使
い
、
紅
葉
散

策
や
史
跡
巡
り
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

マ
ッ
プ
の
設
置
場
所　

▼
健
康
づ

く
り
課
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
中
央

公
民
館
▼
各
地
域
公
民
館
▼
市
観

光
協
会

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
健
康
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
」募
集

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

健
康
応
援
グ
ッ
ズ

ス
ロ
ジ
ョ
グ
く
ん

　

１
日
30
分
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
週
３
日
以
上
行
い
、
１
カ
月

以
上
継
続
記
録
し
た
方
を
「
健
康

ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
」
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。
認
定
さ
れ
る
と
健
康

応
援
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
記
録
用
紙

▼
健
康
づ
く
り
課
▼
保
健
セ
ン
タ

ー
▼
各
地
域
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

歩
幅
を
狭
く
ゆ
っ
く
り
走
る
運

動
で
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
比
べ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
２
倍
で
す
。

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
内
臓
脂

肪
な
ど
が
減
少
し
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
て
運

動
習
慣
が
つ
い
て
き
た
ら
、
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
生
活
に
取
り

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ス
ロ
ー
ジ

ョ
ギ
ン
グ
で

使
う
リ
ズ
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

で
す
（
上
の

写
真
）
。
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第25回須坂健康まつり

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

 　　　（主催…須坂健康まつり実行委員会）

と　き　10月20日㈯　午前９時～午後３時
ところ　▼県立信州医療センター▼轟病院

■信州医療センター会場で行う企画・催し

服用している薬に関する相談

血糖測定

（県臨床検査技師会）
指先から採血して、血糖測定と結果説明

まちの保健室

（県看護協会長野支部）

▼血圧・体重・BMI 測定▼健康・育児・

介護相談▼看護系進路相談

健康体操で元気に過ごそう

（保健補導員会）

健康体操「須坂エクササイズ」の体験と

効果の紹介

とん汁のふるまい

（食生活改善推進協議会）

減塩コーナー

ゾウのふわふわ

わたしのからだ　知って

いますか？

（ながでんスイミングス

クール須坂）

▼姿勢測定による体のゆがみチェック

▼脚の伸展力の測定▼口腔測定▼健康

アドバイス

スムージーコンテスト最

終審査（健康づくり課）

須坂産食材を生かしたオリジナルスム
ージーのレシピを競います。投票にご
参加ください（スムージーの試飲もで
きます）。

コーナー（出展団体） 内　容

お薬相談（須高薬剤師会）

▼歯科相談▼ブラッシング指導▼口
こうくう

腔

衛生の資料展示

お口の健康

（須高歯科医師会、在宅歯

科衛生士会）

■轟病院で行う催し

ちびっこドク

ター体験会

本物の医療機器を実際に

使ってのドクター体験

対　象　小学５年生～中

　　　　学３年生

定　員　20人（申込順）

申込期限　10月12日㈮

申込先　轟病院

 （☎026‐245‐0126）

コーナー 内容・その他　

イベント

　昭和62年に「健康づくり推進都市」を宣言した須坂市では、「自分の健康は自分でつくり守るための、

健康づくりを実践する契機」として開催しています。

テーマ「広げよう 健康の輪 こころもからだも元気に！」

第17回信州医療センター
病院祭と共同開催です

■開催目的

クイズラリーにご参加ください

全問回答者には記念品を

プレゼントします。

※詳細は、両会場の受付で

当日お問い合わせください。

ハイゼックスでおいしい

非常食（社会福祉協議会）

ハイゼックス（包装食袋）を使って非常

食づくり。

▼須坂市の健康課題の展示▼減塩パネ

ルの展示▼減塩商品の紹介

信州医療センター前に大きなバルーン

（ゾウのふわふわ）を設置します。

※車でお越しの場合は、信州医療センターと轟病院の駐車場のほか、市営駐車場も利用できます。

自分の身体を

知ってみよう

▼ BMI・血圧など測定▼

動脈硬化検査▼骨密度検

査▼口臭検査　など

自分の脂肪を見てみませ

んか。CTにより直接脂肪

の量を測ります。

▼地元で採れた野菜を使った減塩のと

ん汁ふるまい▼食生活改善推進協議会

で取り扱う物資の販売

ロコモ健診

CTによる内臓

脂肪測定

立ち上がりテスト、２ス

テップテスト、問診から

あなたのロコモ度を検査

します。

対　象　60～80歳で介護

　　　　認定を受けてい

　　　　ない方

定　員　10人（先着順）
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行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員

が
役
所
（
国
・
県
・
市
）
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
、
要
望
お
よ
び
相
談
事

を
、
公
平
・
中
立
の
立
場
か
ら
お

聴
き
す
る
相
談
窓
口
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
事
に
関
し
て
関
係
機
関
に
伝

え
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
し

ま
す
。

　

須
坂
市
に
は
、
行
政
相
談
委
員

２
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
と
は
、
一
定
の
場

所
を
フ
ェ
ン
ス
な
ど
で
囲
み
、
そ

の
中
で
犬
の
リ
ー
ド
を
外
し
て
、

自
由
に
遊
ば
せ
た
り
運
動
さ
せ
た

り
で
き
る
施
設
の
こ
と
で
す
。

　

犬
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ

と
で
、
問
題
行
動
の
軽
減
を
図
り
、

場
所
の
制
限
を
受
け
な
い
本
格
的

な
し
つ
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
他
の
犬
や
飼
い
主
と

接
す

る
こ
と
で
愛
犬
が
人
と
生
活
す
る

う
え
で
必
要
な
社
会
性
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

地
域
で
人
と
犬
が
幸
せ
に
共
生

で
き
る
よ
う
、
飼
主
の
し
つ
け
や

マ
ナ
ー
の
向
上
と
狂
犬
病
予
防
注

射
の
促
進
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
た
、
県
内
初
の
公
設
民
営
の
ド

ッ
グ
ラ
ン
で
す
。

　

利
用
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

「
須
坂
市
ド
ッ
グ
ラ
ン
利
用
者
会
」

▼
医
療
保
険
・
年
金
、
雇
用
、
道

路
、
社
会
福
祉
、
交
通
機
関
な
ど
、

行
政
分
野
の
幅
広
い
苦
情
や
要
望
、

相
談
事
が
あ
る
。

▼
多
数
の
機
関
が
関
係
し
処
理
が

進
ま
な
い
。

▼
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
。

【
電
話
相
談（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）】

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
の

　

不
動
産
の
登
記
や
相
続
、
年
金
、

道
路
や
農
地
に
関
す
る
こ
と
、
国

や
県
、
市
町
村
の
仕
事
に
関
し
て
、

弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
の
専
門
家

へ
の
相
談
が
で
き
る
一
日
合
同
相

談
所
を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
６
日
㈫
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時

30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
長
野
市
・
ト
イ
ー
ゴ
ウ
エ

ス
ト
４
階
）

相
談
料　

無
料（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ　

総
務
省
長
野
行
政
監
視

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
１
１
０
０
）

長
野
一
日
合
同
行
政
相
談
所

　

10
月
15
日
～
21
日
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
内
に
相
談
所
を
設
け
、
行
政
相

談
委
員
が
制
度
の
Ｐ
Ｒ
と
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と　

き　

10
月
13
日
㈯
午
前
10
時

15
分
～
正
午

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
ふ
れ

あ
い
広
場
会
場
内
）

【
定
例
行
政
相
談
日
】

　

定
例
行
政
相
談
所
は
、
偶
数
月

第
１
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
『
広
報
須
坂
』
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
と
は

ド
ッ
グ
ラ
ン
と
は

須
坂
市
ド
ッ
グ
ラ
ン

総
務
省
の
行
政
相
談

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

こ
ん
な
と
き
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

須
坂
市
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
利
用
し
よ
う

ご
存
じ
で
す
か
？
行
政
相
談

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

問
合
せ　

須
坂
市
ド
ッ
グ
ラ
ン
利
用
者
会
事
務
局
（
生
活
環
境
課
内
）

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

ド
ッ
ク
ラ
ン

相
　
談

▼
行
政
職
員
が
顔
見
知
り
の
た
め

相
談
し
に
く
い
。

が
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。ド
ッ

グ
ラ
ン
を
利
用
す
る
に
は
利
用
者

会
へ
の
入
会
が
必
要
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
安
全
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
利
用
す
る

に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

利
用
時
間　

い
つ
で
も

と
こ
ろ　

日
滝
原
産
業
団
地
調
整

池
内

利
用
で
き
る
方　

須
坂
市
ド
ッ
グ

ラ
ン
利
用
者
会
の
会
員

利
用
料　

年
間
２
０
０
０
円

※
車
椅
子
の
方
や
肢
体
不
自
由
の

方
、
ま
た
、
高
齢
犬
の
利
用
に
関

し
て
は
、
事
前
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
利

用
者
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

注
意
事
項　

▼
雨
水
用
の
調
整
池

内
に
あ
る
の
で
、
雨
天
時
の
利
用

は
注
意
が
必
要
で
す
。
▼
地
面
は

芝
生
（
一
部
雑
草
）で
常
に
刈
っ
て

い
ま
す
が
、
や
や
深
め
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
で
は
、
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
☎

０
２
６
‐
２
３
５
‐
１
１
０
０
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
相
談
】　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.
s
o
u
m
u
.

g
o
.
j
p
/
m
a
i
n
_
s
o
s
i
k
i
/
h
y
o
u
k

a
/
s
o
u
d
a
n
.
h
t
m
l

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
。
相

談
を
受
け
た
内
容
は
、
行
政
の
制

度
や
運
営
の
改
善
に
生
か
さ
れ
ま

す
。
行
政
に
関
す
る
困
り
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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「地域づくり市民会議」で
出された意見を紹介します

問合せ　政策推進課（☎026‐248‐9017）

～さまざまなご意見をいただきました～

意見紹介

　７月から８月にかけて市内12

カ所で「地域づくり市民会議」を

開催。市長を交えて地域の皆さ

んと意見交換をしました。

　地域から出された意見と市の

考えを加筆・修正し紹介します。

【
地
域
】
望
岳
台
と
明
徳
町
に
は
公

営
住
宅
が
あ
り
ま
す
が
、
空
き
家

が
多
く
、
区
と
し
て
対
応
に
難
航

公
営
住
宅
の
空
き
家

【
地
域
】
高
甫
地
区
の
水
道
水
は
、

設
備
配
管
類
や
高
性
能
給
湯
機
器

類
を
腐
食
し
、
短
寿
命
の
一
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
水
質
改
善
の
対

策
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
恒
久
的

な
解
決
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
】
水
道
水
は
、
厚
生
労
働
省
で

定
め
る
浄
水
水
質
基
準
全
51
項
目

に
適
合
し
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

給
湯
器
な
ど
の
配
管
に
ピ
ン
ホ

ー
ル
（
針
で
突
い
た
ほ
ど
の
小
さ

な
あ
な
）
な
ど
発
生
す
る
孔

こ
う
し
ょ
く

食
の

原
因
と
思
わ
れ
る
侵
食
性
遊
離
炭

酸
（
水
に
溶
け
て
い
る
二
酸
化
炭

素
）
を
削
減
す
る
目
的
で
、
八
町

浄
水
場
に
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備

を
設
置
稼
働
し
ま
し
た
。
侵
食
性

遊
離
炭
酸
は
、
稼
働
後
に
約
1/4
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

水
道
水
の
水
質
に
よ
る
設
備

配
管
・
機
器
類
の
短
寿
命

【
地
域
】
村
石
町
内
を
通
る

国

道

４
０
６
号
は
、
幅
員
が
狭
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
近
年
大
型
貨
物
車
両

の
交
通
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
安

全
確
保
の
た
め
、
バ
イ
パ
ス
化
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
市
】
昨
年
、
長
野
県
で
は
地
形
測

量
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

ル
ー
ト
案
を
提
示
予
定
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
地
元
区
や
県
と
も
連
携

し
て
、
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

国
道
４
０
６
号
バ
イ
パ
ス
化

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
資
料
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

【
地
域
】
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
計
画

は
、
市
で
も
手
順
を
追
っ
て
進
め

て
い
ま
す
が
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

【
市
】
土
地
利
用
調
整
計
画
の
策
定

に
向
け
て
県
の
同
意
を
得
る
必
要

と
、
事
業
者
に
よ
る
事
業
計
画
の

策
定
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

土
地
利
用
調
整
計
画
は
、
長
野

県
の
関
係
部
局
と
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。
事
業
者
に
よ
る
事
業
計

画
は
、
具
体
的
な
事
業
計
画
を
複

数
企
業
間
で
検
討
中
と
事
業
者
か

ら
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

両
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と
、
関

係
地
権
者
の
皆
さ
ん
へ
「
具
体
的

な
計
画
」
の
説
明
や
「
農
地
転
用

に
向
け
て
」
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

交
通
計
画
や
用
水
計
画
な
ど
計

画
地
周
辺
に
も
影
響
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
相
談

し
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

【
地
域
】
坂
田
山
の
遊
歩
道
は
、
昨

年
の
台
風
21
号
で
土
砂
崩
落
な
ど

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
崩
落
箇

所
は
私
有
地
で
あ
り
ま
す
が
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
態
の
ま
ま
で
す
と
、
豪
雨

の
際
に
同
じ
よ
う
に
土
砂
崩
落
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

植
樹
作
業
や
簡
易
的
な
土
留
め
に

よ
り
、
当
面
の
安
全
確
保
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
市
】
土
砂
崩
落
箇
所
は
、
個
人
所

有
の
山
林
で
あ
る
た
め
、
行
政
で

復
旧
な
ど
を
行
う
こ
と
は
難
し
い

場
所
で
す
が
、
地
元
区
役
員
さ
ん

須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
周
辺

の
開
発
計
画

坂
田
山
の
山
麓
か
ら
連
な
る

里
山
の
整
備

し
て
い
ま
す
。
今
後
両
区
の
市
営

住
宅
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

【
市
】
望
岳
台
団
地
と
明
徳
団
地
の

市
営
住
宅
は
、
以
前
に
旭
ケ
丘
団

地
や
北
旭
ケ
丘
団
地
で
実
施
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
実
施
す
る

に
は
、
空
き
住
居
を
あ
る
程
度
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
入
居

者
募
集
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
時
期
は
、
空

き
住
居
の
状
況
と
財
政
状
況
を
勘

案
し
て
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

と
長
野
地
域
振
興
局
の
職
員
と
と

も
に
現
場
を
確
認
し
、
崩
落
箇
所

一
帯
を
保
安
林
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
で
、
土
砂
の
流
出
や
崩
壊
の

防
備
な
ど
を
目
的
と
す
る
県
の
治

山
事
業
と
し
て
、
復
旧
可
能
と
判

断
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
地
元
区
・
関
係
者
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

　

孔
食
は
、
そ
の
発
生
原
因
が
特

定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
対
孔
食

性
の
給
湯
器
を
製
造
す
る
メ
ー

カ
ー
も
あ
り
ま
す
。
給
湯
器
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
３
）
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市長の

いきいき
　　通信

課
題
「
発
見
」
解
決
型
市
政

　

行
政
は
、
課
題
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
、

課
題
「
発
見
」
解
決
型
市
政
を
標

ひ
ょ
う
ぼ
う

榜
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
生
態
学
者
の
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
企
業
の
目
的
の

定
義
は
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
「
顧
客
を
創
造
す
る
こ
と
」と
言

っ
て
い
ま
す
。
顧
客
創
造
と
は
、
事
業
家
が
人
間
の
欲
求
を
有
効
需

要
に
変
え
た
と
き
、
初
め
て
顧
客
が
生
ま
れ
，
市
場
が
生
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
企
業
に
お
け
る
顧
客
創
造
と
行
政
に
お
け

る
課
題
「
発
見
」
解
決
は
等
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
顧
客

創
造
を
、
変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
、
顧
客
自
身
が
気
付
て
い
な

い
潜
在
的
に
抱
え
る
課
題
（
要
求
）を
発
見
し
、
解
決
策
を
示
す
こ

と
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
須
坂
市
政
の
潜
在
的
課
題
を
発
見
す
る
た
め
に
、
議
会

や
各
区
、
地
域
づ
く
り
市
民
会
議
、
各
種
会
議
、
市
長
へ
の
手
紙

な
ど
か
ら
の
提
言
、
そ
し
て
、
各
種
行
事
な
ど
あ
る
い
は
市
内
を

巡
っ
て
市
民
と
直
接
懇
談
を
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
須
坂
新
聞
やG

グ

ー

ラ

イ

ト

o
o
l
i
g
h
t

（
旧
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）な
ど
の

地
域
情
報
も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
長
野
県
市
長
会
や
北
信
越
市

長
会
、
全
国
市
長
会
も
同
じ
市
長
と
い
う
立
場
で
、
課
題
発
見
の

参
考
に
な
り
ま
す
。

　

国
の
政
策
は
、
須
坂
市
の
課
題
解
決
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を

基
本
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
、
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
中
か
ら
、
優
先
順
位
や
財
源
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
解
決
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

「４Ｒ」を心がけてごみを減らそう！

ごみ処理

問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

10月は「ごみ減量強化月間」

　

平
成
29
年
度
に
、
ご
み
や
資
源

物
を
処
理
す
る
た
め
に
か
か
っ
た

費
用
は
、
約
４
億
２
千
万
円
で
す
。

　

市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
８
３
０
０
円
で
す
。

　

ご
み
１
袋
当
た
り
（
５
kg
）
の
処

理
に
か
か
る
金
額
は
、
約
１
５
４

円
で
す
。

　

「
４
Ｒ
」は
、
次
の
４
つ
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

リ
フ
ュ
ー
ズ
（R

e
f
u
s
e
）　

 

　

不
要
な
物
は
も
ら
わ
ず
断
る
こ
と
。

▼
レ
ジ
袋
や
割
り
箸
な
ど
を
も
ら

わ
な
い
。

リ
デ
ュ
ー
ス(

R
e
d
u
s
e
)

　

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
。

▼
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は
詰
め
替
え

で
き
る
製
品
を
選
ぶ
。

リ
ユ
ー
ス(

R
e
u
s
e
)

　

　

繰
り
返
し
使
う
こ
と
。

▼
必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲
る
。

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
市
の
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
を
利
用
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル(

R
e
c
y
c
l
e
)

　

　

使
え
な
く
な
っ
た
物
を
原
料
と

し
て
作
り
変
え
る
こ
と
。

▼
資
源
の
分
別
を
す
る
。

▼
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
使
用
す
る
。

ご
み
の
処
理
に
は
高
額
な

費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

｢
４
Ｒ｣

を
実
践
し
よ
う

生
ご
み
は
し
っ
か
り
と
「
水

切
り
」
を
し
ま
し
ょ
う

ご
み
を
出
す
際
は
指
定
袋

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　

生
ご
み
は
水
切
り
を
し
て
捨
て

る
事
で
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
事

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）が
で
き
ま
す
。

【
水
切
り
の
利
点
】

▼
ご
み
が
軽
く
な
る
の
で
、
ご
み

焼
却
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
時

間
が
減
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
や

ご
み
処
理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が

る
。

　現在、ごみの処理は、
米子町の皆さんのご理
解・ご協力によって、
清掃センターで行って
います。

　

須
坂
市
指
定
ご
み
袋
以
外
の

袋
に
草
や
枝
な
ど
を
入
れ
て
、

30
円
の
証
紙
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、

ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
指
定
袋
以
外
の
袋
の

ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

必
ず
指
定
袋
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

【
証
紙
シ
ー
ル
の
正
し
い
使
い
方
】

▼
旧
指
定
袋
（
証
紙
が
刷
り
込

ま
れ
て
い
な
い
袋
）
で
ご
み
を

出
す
時
に
貼
る
。

▼
ふ
と
ん
や
剪せ

ん

定
枝
を
ひ
も
で

し
ば
っ
て
出
す
場
合
や
、
長
さ

が
50
セ
ン
チ
以
下
の
指
定
袋
に

入
ら
な
い
ご
み
を
出
す
際
に
30

円
の
証
紙
シ
ー
ル
を
直
接
貼
る
。



平成30年10月号 ・22・

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
の
あ

て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

10
月
18
日
㈭
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

小
学
生
は
頭
を
深
々
と
下
げ
て「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
渡
り
ま
し

た
。
本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
ま
ま
礼
儀

正
し
く
、
優
し
さ
を
持
っ
て
成
長

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　 

（
豊
田
さ
ん

　
74
歳
）

●
豊
田
さ
ん
が
止
ま
っ
て
く
だ
さ

っ
た
優
し
さ
に
対
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
「
あ
り
が
と
う
」と
温
か
さ

を
返
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
礼
儀

や
優
し
さ
を
持
っ
て
成
長
し
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

笠
鉾
会
館
が
お
薦
め

　
私
は
、
地
図
を
手
に
歩
い
て
い

る
方
を
見
る
と
「
ぜ
ひ
笠
鉾
会
館

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
す
て
き
な

物
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
薦
め
て
い

ま
す
。

　
須
坂
や
笠
鉾
会
館
が
に
ぎ
や
か

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
も
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
お
せ
っ
か
い
お

ば
あ
さ
ん
さ
ん
　
78
歳
）

●
声
を
か
け
く
だ
さ
る
こ
と
で
、

笠
鉾
会
館
に
あ
る
す
て
き
な
物
を

見
に
行
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
声
か
け
す
る
こ
と
で
に
ぎ
わ

い
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
声
が
け
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

須
坂
の
お
殿
様

　

堀
直
虎
の
マ
ン
ガ
を
読
み
、
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
郷
土
の
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　
幕
末
や
明
治
初
期
の
歴
史
に
興

味
が
湧
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

（
小
林
さ
ん

　
75
歳
）

●
堀
直
虎
は
と
て
も
才
能
に
恵
ま

れ
た
人
物
で
、
郷
土
の
誇
り
で
す
。

11
月
４
日
ま
で
笠
鉾
会
館
で
開
催

さ
れ
て
い
る
企
画
展
で
は
、
堀
直

虎
に
ま
つ
わ
る
品
も
展
示
し
て
い

ま
す
。

ま
ち
ゼ
ミ

　

初
め
て
の
ま
ち
ゼ
ミ
で
、
混
ぜ

お
こ
わ
の
講
習
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
帰
宅
後
、
早
速
作
っ
て
み
た

ら
、
本
当
に
お
い
し
く
て
家
族
に

も
好
評
で
し
た
。

　
秋
に
向
か
い
、
栗
お
こ
わ
に
も

挑
戦
し
た
い
で
す
。

 
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
目
か
ら
う
ろ
こ

ば
ば
さ
ん
　
68
歳
）

●
帰
宅
後
す
ぐ
に
実
践
さ
れ
る
こ

と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
家
族

に
も
好
評
で
、
作
り
が
い
が
あ
り

ま
し
た
ね
。
栗
お
こ
わ
も
ぜ
ひ
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
バ
テ

　

秋
バ
テ
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま

し
た
。
家
事
や
運
動
な
ど
何
も
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
休
日
も
外
に

出
た
く
な
い
。困
っ
た
も
の
で
す
。

元
気
が
出
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
林
さ
ん

　
68
歳
）

●
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
が

優
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

ま
ず
は
体
を
温
め
る
こ
と
が
秋
バ

テ
に
は
良
い
よ
う
で
す
。
温
泉
に

出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

一
緒
に
頑
張
る

　
３
番
目
で
７
か
月
の
子
が
保
育

園
に
登
園
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
か
ら
離
れ
る
と
す
ぐ
に
泣
い

て
し
ま
い
、
切
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
も
仕
事
に
復
帰
す
る
の
で
、

子
ど
も
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　 

（
小
林
さ
ん

　
27
歳
）

●
ず
っ
と
一
緒
だ
っ
た
の
で
、
お

子
さ
ん
は
小
林
さ
ん
と
離
れ
る
の

が
さ
び
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
小

林
さ
ん
の
気
持
ち
を
察
し
て
く
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
仕
事
に
育
児
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

御
嶽
海

　
大
相
撲
秋
場
所
６
日
目
に
、
御

嶽
海
は
大
関
の
豪
栄
道
に
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
毎
日
、
星
が
気
に
な
り
ま
す
。

連
敗
し
な
い
で
、
連
勝
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

（
手
塚
さ
ん
　
70
歳
）

●
先
場
所
は
、
長
野
県
出
身
力
士

と
し
て
初
の
賜
杯
。
御
嶽
海
は
長

野
県
期
待
の
力
士
で
す
ね
。
秋
場

所
は
大
関
昇
進
を
か
け
た
場
所
で

し
た
が
、
後
半
に
な
っ
て
連
敗
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

来
場
所
以
降
に
生
か
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う　

　
小
学
生
が
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う

と
し
て
い
た
の
で
停
車
す
る
と
、

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市

イ

ク

報

ズ

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　�

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

�

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

③
菅
平
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ

　
プ
レ
ー
券（
ペ
ア
）�

…
…
１
人

菅
平
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
提
供

ー問題ー

18
ペ
ー
ジ

第
〇
回

須
坂
健
康
ま
つ
り
の
開
催
回
数
は
？

～９月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー



★集まりの日（11:00～）

　３日㈬　運動会※…みんなで体を動かし

　　　　　たり、簡単なゲームを楽しみま

　　　　　しょう。

　10日㈬　歯科指導

　　　　　持ち物…歯ブラシ、コップ、タオル

　24日㈬　「ファミリーバンド・おたまじゃくし♪」

　　　　　　によるコンサート

　31日㈬　さつまいも掘り（雨天は11月１

　　　　　日㈭に延期）

　　　　　持ち物…帽子、長靴、水筒（お茶か水）

・23・

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

　

身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

血
圧
や
体
脂
肪
測
定
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

☎
２
４
８
‐
９
０
２
３

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

妊
娠
・
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

「
お
ひ
さ
ま
」

☎
２
１
３
‐
６
４
０
０

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

　
保
健
師
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

各
種
健
康
相
談

市外局番…（026）

平成30年10月号

※印は母親クラブ共催行事子育て支援センターだより

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～18:00

★南部・東部・北部の児童センターも開放しています

　▼月曜日～金曜日10:00～12:00▼土曜日は午後も利用でき

　　ます。詳しくは各児童センターへお問い合わせください。

  ▼水曜日は「集まりの日」です。

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

　馬場町 ☎245-5010/245-6588

高橋町 ☎/246-0079

児
童

10日㈬ 16:00～ ドッヂビーで遊ぼう

17日㈬ 15:00～ お抹茶会

24日㈬～26日㈮ 16：00～ 認定会（なわとび・一輪車）

３日㈬ 11:00～ 小麦粉粘土であそぼう
10日㈬ 11:00～ ハロウィンであそぼう※
24日㈬ 11:00～ ミニ運動会※
31日㈬ 11:00～ お散歩にいこう（臥竜公園）

３日㈬ 10:30～ ハロウィン製作
10日㈬ 10:30～ チョークアートを体験しよう！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【要予約】
24日㈬ 10:30～ 簡単おやつ作り
31日㈬ 10:30～ ハロウィンで遊ぼう！

３日㈬ 16:00～ トランポリン教室③
17日㈬ 14:30～ おやつ作り（ホットケーキ）
24日㈬ 16:00～ 昔のあそび
31日㈬ 16:00～ 認定会（トランポリン・一輪車）

５日㈮ 15:30～ ポプリ工作
11日㈭ 16:00～ ユニホックを体験しよう！（１年生）
17日㈬ 10:00～ 屋部町長生会と交流会
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ひんのベ作り）
19日㈮ 16:00～ ユニホックで遊ぼう！

2018.９.1現在（　）内前月比

人口・・・・・・・・50,907（- 35）

 男 ・・・・・・・・24,692（- 17）

 女 ・・・・・・・・26,215（- 18）

世帯・・・・・・・・19,874（+  5）

その他 ０ ６ ３

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 56 409 449

救    助
交通事故

交通事故
急　病 154 1064 952

10 96 100

０ 10 ５

０ 16 ８

220 1569 1501

死　者 ０ ４ １
０ １ ０

２ 18 14

８月 昨年
同期

平成30年
１～8月

★交通事故
８月 昨年

同期
平成30年
１～8月

11 113 121傷者

件数

死者 ０ １  ０

10 101 105

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

児
童

３日㈬ 16:00～ プレゼント作り
10日㈬ 16:00～ 認定会（トランポリン・一輪車他）
17日㈬ 10:00～ 敬老交流おやき作り
24日㈬ 16:00～ ニュースポーツ

３日㈬ 11:00～ ぶどう園で遊ぼう※
10日㈬ 11:00～ 新聞ビリビリ※
24日㈬ 11:00～ ミニ運動会IN東部児童センター※
31日㈬ 11:00～ ハロウィンパーティー※

北旭ケ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
で
「
須
坂
」
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

政
策
推
進
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

センターに遊びに

くるお友達を紹介

江
え ぐ ち

口侑
ゆ あ

杏ちゃん

好きな食べ物
…うどん

★ミニ講座（11:00 ～）

　18日㈭　親子運動遊び

          講師 :長野体育指導センター (NPIC）

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

★子育て相談（11:00～）

　１日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

  15日㈪　管理栄養士による食育相談

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　自分の道を見つけるために、小さな世界にとどまらず、

もっと大きな場所に羽ばたいて欲しいと願いを込めて、

「航太郎」と名付けました。

　曲に合わせて踊ったり、お散歩するのが大好きです。

冒険心を忘れずに、元気に育ってほしいと思います。

お父さん…修一郎さん／お母さん…かお里さん

山
やまぎし

岸　航
こ う た ろ う

太郎 くん

（１歳４か月）

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子



■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　16日㈫　10:00～12:00
ところ  人権交流センター
問合せ　人権同和政策課

平成30年10月号 ・24・

5

12

19

26

6

20

27

4

11

18

25

木 金 土

３歳児健康診査（P32）

高齢者健康教室公開
講座（P31）

不登校・ひきこもりの
発達心理とカウンセリ
ング講座（P31）

人権教育講座（P31）

３か月児健康診査
（P32）

 1  2 3

健

１歳６か月児健康診査
（P32）

健

健

もぐもぐ離乳食講座
（P32）

講

須坂きのこ展
（～７日まで）（P39）

イ

講

講 講

かみかみ離乳食講座
（P32）

講

13

診 信州医療センター

薬 高梨土屋、芝宮前中
島ファミリー薬局

３か月児健康診査
（P32）

健かみかみ離乳食講座
（P32）

講

市外局番…（026）

■行政書士無料相談☎245-0031
と　き　22日㈪　13:30～16:00
ところ　須坂商工会議所

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　11日㈭、25日㈭ 13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■結婚相談☎214-2994
と　き　７日㈰、21日㈰   
        9:00 ～ 12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■年金相談　長野北年金事務所
　　　　　　　　　　☎244-4100（代表）
と　き　月曜日～金曜日、 第２土曜日
　　　　　　　　　 ※事前予約が必要です

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈪　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合
  わせください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　17日㈬　13:30～
ところ　シルバー人材センター

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　６日㈯、11月３日㈯13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　  （須坂駅前ビルシルキー２階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月曜日～金曜日 9:00～17:00
ところ　政策推進課（本庁舎２階）
問合せ　政策推進課（要予約）

　

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　24日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター
        （市役所本庁舎２階）　

■多重債務無料相談会☎ 223-6777
と　き　23日㈫　10:00～17:00
ところ　北信消費生活センター（長野市）
問合せ　北信消費生活センター（要予約）

信州須坂健康スムー
ジーフェス

（～11月25日まで）（P28）

イ

動物園「ハロウィンＺ
ＯＯ」（～28日、31日）
（P29）

イ

信州須坂大菊花展
（～11月12日まで）（P29）

イ

秋の臥竜公園写生大会
入賞作品展（～21日ま
で）（P29）

イ

「八丁鎧塚」スイーツ
フェスタ（P29）

イ

戦没者追悼式（P29）イ

八丁鎧塚まつり（P39）イ

銀座通りうまいもん市・
うまいもん祭り（P30）

イ

信州須坂図書館まつり
（～11月9日まで）（P39）

イ

　
●選挙人名簿定時登録者数

　〈９月１日現在〉

　男　20,468人 （-27人）

　女　22,102人 （-79人）

　計　42,570人(-106人）

※（　）は、平成30年６月

　１日との比較

信
州
須
坂

　
老
舗
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク

と　

き　

10
月
15
日
㈪
午
前

９
時
～

集　

合　

午
前
８
時
45
分
に

須
坂
市
営
駐
車
場

歩　

程　

３
㎞

参
加
費　

５
千
円（
懐
石
ラ
ン

チ
代
含
む
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

10
月
13
日
㈯

と　

き　

10
月
27
日
㈯
午
前

９
時
30
分
～

集　

合　

午
前
９
時
15
分
に

須
坂
市
営
駐
車
場

歩　

程　

３
㎞

参
加
費　

２
千
円

定　

員　

40
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
観
光
協

会
（
☎
２
１
５
‐
２
２
２
５
）

ス
イ
ー
ツ
食
べ
歩
き
ウ
ォ
ー

ク
（
和
＆
洋
）
＆
フ
ル
ー
ツ
ス

イ
ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
ー

河東線記念公園完成
式典（P28）

イ

須坂健康まつり（P18）イ



平成30年10月号・25・

10月

7

14

21

28

2018年
薬 診

納 相

健 イ

講 パ

…日曜・祝日の当番薬局 …休日緊急診療室

…税金などの納期限 …各種相談

…各種健康診査など …イベント情報など

１歳児健康相談（P32）

介護教室（P31）

…各種講座・教室 …おでかけパソコン相談室

 2

9

16

23

3

10

17

24

日 月 火 水

２歳児健康相談（P32）

29

22

15

 1

8

30 31

診 信州医療センター

診 信州医療センター

診 信州医療センター

診 信州医療センター

薬 須坂いせや、芝宮前
中島ファミリー薬局

薬 スズラン、芝宮前中
島ファミリー薬局

薬 すみさか土屋、立町
中央

薬 大丸、芝宮前中島フ
ァミリー薬局

パ仁礼コミュニティセ
ンター（10:00～）

パ豊丘地域公民館
（14:00～）

パ豊洲地域公民館
（10:00～）

パ 豊洲地域公民館
（10:00～）

子育て相談（P23）相

健

健

講

納 市・県民税（普通徴収）
　　　　  など（P32）

講 人権問題学習会（P30）

講うつ病の方の家族教
室（P31）

診信州医療センター

薬 スザカ岡田、芝宮前
中島ファミリー薬局

子育て相談（P23）相

人権DVD上映会（P28）イ

文書館の一般利用開
始（P12）

イ

信州須坂ハーフマラ
ソン（P13）

イ



広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

お 

知 

ら 

せ
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須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

情報ファイル情報ファイル1010
須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

月月月情報ファイル
●
結
婚
に
伴
う
住
居
費
・
引
越

　
費
を
補
助
し
ま
す
～
結
婚
新

　
生
活
支
援
事
業
補
助
金

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
世
帯

▼
平
成
30
年
１
月
１
日
～
31
年
３

月
15
日
の
間
に
入
籍
し
た
世
帯
▼

夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年

齢
が
34
歳
以
下
▼
夫
婦
の
合
計
所

得
が
３
４
０
万
円
未
満
の
世
帯（
貸

与
型
奨
学
金
を
返
済
し
て
い
る
場

合
は
、
年
間
返
済
額
を
所
得
か
ら

差
し
引
き
ま
す
。
離
職
し
、
申
請

時
に
無
職
の
方
は
所
得
な
し
で
算

出
し
ま
す
）
▼
夫
婦
と
も
に
須
坂

市
に
住
所
が
あ
る
▼
対
象
の
住
居

が
須
坂
市
に
あ
る

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
費
用　

①
新
居
の
購
入
費
②

新
居
の
家
賃
（
敷
金
や
礼
金
、
共
益

費
な
ど
も
含
む
）
③
引
越
業
者
や

運
送
業
者
に
支
払
っ
た
引
越
費
用

※
費
用
の
対
象
期
間
は
、
平
成
30

年
１
月
１
日
～
31
年
３
月
15
日

補
助
額　

①
～
③
の
合
算
額
（
上

限
30
万
円
）

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
の
購
入
は
県
内
の
売
り
場
で

●
介
護
し
て
い
る
方
へ

　
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

対　

象　

▼
平
成
30
年
８
月
１
日

現
在
市
内
在
住
で
、
平
成
29
年
８

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日

ま
で
に
３
カ
月
以
上
被
介
護
者

と
同
居
し
て
介
護
し
て
い
る
方
▼

別
居
し
て
い
る
被
介
護
者
を
そ
の

被
介
護
者
の
自
宅
で
３
カ
月
以
上

介
護
し
て
い
て
、
同
居
に
準
ず
る

と
認
め
ら
れ
る
方
（
入
院
・
施
設
入

所
期
間
は
除
き
ま
す
）

　

被
介
護
者
と
は
…
▼
要
介
護
認

定
者
（
要
介
護
３
以
上
）
▼
重
度
心

身
障
害
児
（
者
）（
３
歳
以
上
）

申
請
方
法　

▼
地
区
の
民
生
児
童 （※）

委
員
さ
ん
に
申
請
書
を
取
り
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▼
一
部
の

方
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

10
月
19
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
申
請
書
が
お
手
元
に

届
か
な
い
場
合
、
対
象
と
な
る
か

ご
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

支
給
時
期　

12
月
中
旬

申
請
・
問
合
せ　

▼
要
介
護
認
定

者
（
要
介
護
３
以
上
）
に
関
す
る
こ

と
…
高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

▼
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
（
３
歳

以
上
）
に
関
す
る
こ
と
…
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
全
国
地
域
安
全
運
動

期　

間　

10
月
11
日
㈭
～
20
日
㈯

ス
ロ
ー
ガ
ン　

み
ん
な
で　

つ
く

ろ
う　

安
心
の
街

【
防
犯
対
策
の
基
本
は
鍵
掛
け
】　

　

外
出
す
る
と
き
は
、
鍵
を
し
っ

か
り
か
け
ま
し
ょ
う
。

【
特
殊
詐
欺
に
注
意
】

　

あ
や
し
い
話
や
お
か
し
な
話
、

不
審
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
一

人
で
判
断
せ
ず
、
す
ぐ
に
家
族
や

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

（※）

●
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
の
対
象

　
者
は
平
成
31
年
３
月
末
ま
で

　
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い

　

対
象
者
の
う
ち
接
種
を
希
望
す

る
方
に
は
予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
課
（
窓
口
６
番
・
本

庁
舎
１
階
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対　

象　

平
成
30
年
度
中
に
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳

に
な
る
（
な
っ
た
）
方

注
意
事
項　

▼
「
定
期
予
防
接
種
」

と
し
て
自
己
負
担
額
２
０
０
０
円

で
受
け
ら
れ
る
の
は
生
涯
に
１
回

限
り
で
す
▼
平
成
30
年
度
の
定
期

予
防
接
種
対
象
者
は
今
後
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
▼
平
成
30
年
度
の
対

象
年
齢
で
も
、
過
去
に
肺
炎
球
菌

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
県
内
の

宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
収
益
金
は
長
野
県
の
販
売
実
績

で
配
分
さ
れ
、
市
町
村
の
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
23
日
㈫

問
合
せ　

財
政
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
方
は
定
期
接

種
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）
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●
来
年
度
の
地
域
児
童
ク
ラ
ブ

　
登
録
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

対　

象　

市
内
在
住
で
、
小
学
校
・

須
坂
支
援
学
校
に
来
年
度
通
学
す

る
１
～
６
年
生
の
留
守
家
庭
児
童

提
出
書
類　

▼
須
坂
市
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
登
録
申
請
書
▼
就
労
証

明
書
（
同
居
の
家
族
で
就
労
し
て

い
る
方
全
員
分
）▼
延
長
登
録
申
請

書 

な
ど

※
提
出
書
類
は
10
月
15
日
㈪
か
ら

各
児
童
ク
ラ
ブ
、
学
校
教
育
課
で

お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　

10
月
15
日
㈪
～
11
月

30
日
㈮

申
込
先　

各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は

学
校
教
育
課
（
窓
口
12
番
・
東
庁

舎
１
階
）

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

　

11
月
５
日
ま
で
実
施
予
定
の
大

腸
が
ん
検
診
で
、
検
査
容
器
を
使

用
し
な
か
っ
た
方
は
、
11
月
22
日

㈭
ま
で
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

回
収
場
所　

▼
健
康
づ
く
り
課（
窓

口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）▼
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
消
化
器
検
診
実
施
会
場

※
各
地
域
公
民
館
や
公
会
堂
に
お

持
ち
い
た
だ
く
場
合
は
、
検
診
実

●
大
腸
が
ん
検
診
の
未
使
用
検 

　
査
容
器
の
回
収
に
ご
協
力
く 

　
だ
さ
い

●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

　
設
備
導
入
費
を
補
助 

対　

象　

市
内
に
居
住
す
る
個
人

ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
額　

上
限
10
万
円

補
助
対
象　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

ま
た
は
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
購

入
費
用

交
付
条
件　

▼
長
野
県
内
に
事
業

●
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
通
じ
て
、
防
災
行
政

無
線
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

身
を
守
る
行
動
訓
練
の
実
施
を

お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
１
日
㈭
午
前
10
時

ご
ろ

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

●
路
線
バ
ス
時
刻
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

九
反
田
町　
　

山
際　

章
一

※
委
員
の
任
期
は
２
０
１
９
年
11

月
30
日
ま
で
で
す
。

問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
交
代

　
が
あ
り
ま
し
た

●
空
き
家
な
ど
に
関
す
る
協
定

　
を
締
結

募
　
　
　

集

　

市
を
宣
伝
す
る
写
真
や
絵
画
、

版
画
、
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
た
年
賀

は
が
き
の
図
柄
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
図
柄
は
、
年
賀
状

用
の
素
材
と
し
て
、
12
月
３
日
㈪

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

規　

格　

Ａ
４
サ
イ
ズ
程
度

募
集
期
限　

11
月
５
日
㈪

応
募
・
問
合
せ　

商
業
観
光
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
は
が
き
の

　
図
柄
募
集

●
す
ざ
か
子
ど
も
読
書
ち
ゃ
れ

　
ん
じ
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
募
集

　

「
う
ま
く
書
け
た
」
、「
誰
か
に
紹

介
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
つ
ま
っ
た

コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
選
考

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館

で
本
の
帯
に
し
て
紹
介
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
27
日
㈯
～
11
月

９
日
㈮

応
募
方
法　

市
内
の
小
・
中
学
校

と
市
図
書
館
で
配
布
す
る
応
募
用

紙
に
記
入
し
、
各
所
に
あ
る
応
募

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

●
平
成
31
年
度
長
野
県
農
業
大

　
学
校「
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
」

　
学
生
募
集

　

卒
業
後
、
将
来
的
に
は
企
業
的

農
業
経
営
者
と
な
る
人
材
を
養
成

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営

　

市
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家
も
の

が
た
り
」と
「
空
き
家
な
ど
の
適
正

管
理
と
有
効
活
用
に
関
す
る
協
定
」

を
９
月
10
日
に
締
結
し
ま
し
た
。空

き
家
対
策
を
支
援
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
、
長
電
バ
ス

「
山
田
温
泉
線
」
の
時
刻
が
改
正
と

な
り
ま
す
。
改
正
時
刻
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

▼
長
電
バ
ス
㈱
乗
合
バ

ス
課
（
☎
２
９
５
‐
８
０
０
８
）
▼

市
民
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

者
に
求
め
ら
れ
る
知
識
、
能
力
を

実
践
的
な
講
義
、
実
習
、
模
擬
経

営
を
通
じ
、
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

特　

色　

▼
２
年
制
▼
１
学
年
10

人
定
員
で
少
人
数
の
実
践
的
な
定

着
度
の
高
い
授
業
を
実
施
▼
ベ
テ

ラ
ン
教
授
に
よ
り
技
術
指
導
を
実

施
▼
延
べ
90
日
に
わ
た
っ
て
先
進

的
農
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
の
実
習

な
ど

受
付
期
間　

▼
11
月
１
日
㈭
～
21

日
㈬
▼
12
月
11
日
㈫
～
平
成
31
年

１
月
４
日
㈮
▼
平
成
31
年
１
月
30

日
㈬
～
２
月
19
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

長
野
県
農
業
大

学
校
（
☎
２
７
８
‐
５
２
１
１
）

●
台
風
21
号
被
害
に
遭
わ
れ
た

　
方
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

　
さ
い

　

台
風
21
号
で
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
な

ど
の
落
果
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

は
、
市
税
等
の
減
免
制
度
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

施
日
の
午
前
９
時
ま
で
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

所
ま
た
は
代
理
店
が
あ
る
事
業
者

か
ら
購
入
す
る
も
の
▼
信
州
産
ペ

レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と　

な
ど

※
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は

事
前
に
生
活
環
境
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
交
付
決
定
前
の
事
前
着

工
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

◎
平
成
30
年
北
海
道
胆い

ぶ

り振
東
部
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）



広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広
告
欄

平成30年10月号 ・28・

行

事
・

催

し

市外局番…（026）

●
ふ
れ
あ
い
広
場
フ
ー
ド
ド
ラ

　
イ
ブ

●
河
東
線
記
念
公
園
完
成
式
典

と　

き　

10
月
16
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

▼「
未
来
へ
の

虹
～
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
は
ハ
ン
セ

ン
病
～
」…
30
分
▼「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

博
士
と
考
え
よ
う
」
…
28
分

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

●
信
州
須
坂
健
康
ス
ム
ー
ジ
ー

　
フ
ェ
ス

　

須
坂
産
農
産
物
な
ど
を
活
用
し

た
「
健
康
ス
ム
ー
ジ
ー
」
の
普
及
を

図
る
た
め
、
須
坂
市
内
の
取
扱
店

舗
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
期
間
中
、
野

菜
・
果
物
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
ミ
ニ
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
ま
す
。

期　

間　

10
月
20
日
㈯
～
11
月
25

日
㈰　

内　

容　

▼
ス
ム
ー
ジ
ー
取
扱
店

舗
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

●
長
野
県
農
業
試
験
場
・
果
樹

　
試
験
場
の
一
般
公
開

と　

き　

10
月
６
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

長
野
県
農
業
試
験
場
・

果
樹
試
験
場
（
小
河
原
町
）

内 

容　

▼
米
や
麦
、
果
樹
、
病
害

虫
に
関
す
る
研
究
成
果
や
品
種
の

展
示
▼
米
や
果
実
な
ど
の
販
売
▼

果
物
釣
り
▼
農
業
相
談　

な
ど

問
合
せ　

長
野
県
農
業
試
験
場

（
☎
２
４
６
‐
２
４
１
１
）

●
須
坂
市
行
財
政
改
革
第
四
次

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
改
訂
版

　
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
コ
メ
ン
ト
募
集

　

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、

市
長
か
ら
諮
問
を
う
け
て
、
平
成

31
年
度
か
ら
の
新
し
い
行
財
政
改

　

食
品
ロ
ス
を
削
減
し
、
食
べ
物

に
困
っ
て
い
る
方
を
支
援
す
る
た

め
、
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を

持
ち
よ
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
13
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
前
庭（
ふ

れ
あ
い
広
場
）

対　

象　

▼
缶
詰
▼
レ
ト
ル
ト
食

品
▼
乾
麺
▼
お
米
（
古
米
ま
で
）

●
動
物
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

「
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支

援
金
」を
活
用
し
た
「
み
ん
な
と
Ｚ

Ｏ
Ｏ
っ
と
わ
く
わ
く
わ
ん
パ
ー
ク

事
業
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

と　

き　

11
月
４
日
㈰
午
前
８
時

～
10
時

※
雨
天
の
場
合
は
11
日
㈰
に
延
期

集
合
場
所　

午
前
８
時
に
動
物
園

南
園
避
難
所
（
休
憩
所
）

作
業
内
容　

▼
立
入
防
護
柵
の
ペ

ン
キ
塗
り
作
業
▼
飼
育
員
と
の
交
流

持
ち
物　

▼
汚
れ
て
も
良
い
服
装

▼
軍
手
▼
飲
み
物

申
込
方
法　

臥
竜
公
園
管
理
事
務

所
に
電
話
で
申
し
込
む
か
、
動
物

園
正
面
口
お
よ
び
南
園
口
に
設
置

し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理

事
務
所
（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

と　

き　

10
月
13
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

▼
サ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
本
社

前
広
場

内　

容　

▼
エ
ア
バ
ル
ー
ン
▼
地

注
意
事
項　

▼
賞
味
期
限
が
明
記

さ
れ
、
１
ヵ
月
以
上
あ
る
も
の
▼

未
開
封
で
包
装
や
外
装
が
破
損
し

て
い
な
い
も
の
▼
常
温
保
存
で
き

る
も
の
▼
生
鮮
食
品
以
外
の
も
の

問
合
せ　

須
坂
商
工
会
議
所
女
性

会
（
☎
２
４
５
‐
０
０
３
１
）

革
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
案
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
議

論
を
経
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

10
月
26
日
㈮

閲
覧
場
所　

▼
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）▼
総
務
課
▼
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
で
き
る
方　

▼
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方
▼
市
内
に
勤
務
・
通

学
し
て
い
る
方
▼
市
内
に
事
務
所

な
ど
を
有
す
る
法
人
な
ど

提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
備
え
つ

け
の
意
見
書
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
▼
住
所

▼
氏
名
▼
意
見
な
ど
を
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

匿
名
や
電
話
な
ど
口
頭
で
の
意
見

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
先
・
問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

元
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
▼

我が
り
ゅ
う
し
ん

竜
神
ス
ザ
カ
イ
ザ
ー
▼
須
坂
創

成
高
校
に
よ
る
花
苗
の
販
売
▼
電

動
レ
ー
ル
カ
ー
の
試
乗　

な
ど

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

◎
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
平
成
30
年
12
月
31
日
㈪
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）



広
告
欄

平成30年10月号・29・

市外局番…（026）

●
動
物
園
イ
ベ
ン
ト

●
第
31
回
信
州
須
坂
大
菊
花
展

●
児
童
・
生
徒
作
品
展

　「
あ
ゆ
み
展
」「
学
芸
展
」

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
】

　

仮
装
し
た
方
は
ど
な
た
で
も
無

料
で
入
園
で
き
ま
す
。

と　

き　

▼
10
月
26
日
㈮
▼
27
日

と　

き　

▼
10
月
27
日
㈯
▼
28
日

㈰
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

内　

容　

ピ
ニ
ャ
ー
タ
割
り
な
ど

参
加
費　

無
料

※
高
校
生
以
上
は
入
館
料
３
０
０

円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物

館
（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

●
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

　

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

パ
テ
ィ
シ
エ
の
鎧
塚
俊
彦
さ
ん

が
考
案
し
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ「
八

●
「
八
丁
鎧
塚
」ス
イ
ー
ツ
フ
ェ

　
ス
タ

●
障
が
い
者
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

●
戦
没
者
追
悼
式

　

須
坂
市
の
全
戦
没
者
（
軍
人
・

軍
属
・
学
徒
動
員
、
徴
用
工
員
の
他
、

外
地
に
お
い
て
尊
い
命
を
な
く
さ

れ
た
開
拓
者
・
一
般
邦
人
お
よ
び

内
地
に
お
け
る
戦
災
死
没
者
）
に

対
し
、
市
を
あ
げ
て
追
悼
の
誠
を

捧
げ
、
恒
久
の
平
和
を
願
う
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
平
服
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
２
日
㈮
午
前
９
時

30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）

内　

容　

▼
追
悼
の
辞
▼
献
花
▼

体
験
発
表　

な
ど

問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

【
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
】

▼
ス
ム
ー
ジ
ー
教
室
▼
ケ
ー
ル
を

使
っ
た
料
理
教
室
▼
フ
ル
ー
ツ
デ

ザ
イ
ン
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
▼
フ
ル
ー

ツ
酵
素
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

な
ど

※
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
は
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
健
康
づ
く
り

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

と　

き　

▼
10
月
27
日
㈯
午
前
10

時
～
午
後
５
時
▼
28
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

【
あ
ゆ
み
展
】　

　

県
内
最
大
級
の
菊
ま
つ
り
。
例

年
５
０
０
鉢
以
上
の
見
事
な
菊
が

会
場
を
彩
り
ま
す
。

期　

間　

10
月
25
日
㈭
～
11
月
12

日
㈪
正
午

と
こ
ろ　

臥
竜
公
園
（
特
設
会
場
）

【
開
催
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
】

　

花
柳
葉
緑
社
中
に
よ
る
日
本
舞

踊
の
演
舞
を
披
露
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
27
日
㈯
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

弁
天
島
前

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

と　

き　

10
月
28
日
㈰
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

百ど

ど

が

わ

々
川
緑
地
公
園（
百
々 

川
コ
ー
ス
）

参
加
費　
　

無
料

対　

象　

▼
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

者
▼
須
坂
市
身
障
協
会
会
員

申
込
期
限　

10
月
11
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ　

身
体
障
害
者

福
祉
協
会（
☎
２
４
８
‐
８
８
８
７
）

※
火
・
木
曜
日
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

㈯
▼
28
日
㈰
▼
31
日
㈬
午
前
９
時

～
午
後
４
時
45
分

【
み
ん
な
集
ま
れ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
大
仮

装
大
会
】

と　

き　

▼
10
月
27
日
㈯
▼
28
日

㈰
各
日
と
も
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

動
物
園
イ
ベ
ン
ト
広
場

※
カ
メ
ラ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
秋
の
臥
竜
公
園
写
生
大
会
入
賞

 

作
品
展
】

期　

間　

10
月
13
日
㈯
～
21
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
10
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所（
１
階
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

丁
鎧
塚
」を
各
出
店
者
が
レ
シ
ピ
に

基
づ
き
作
り
、
販
売
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
そ
の
他
、
各
出
店
者
自

慢
の
菓
子
・
ス
イ
ー
ツ
な
ど
も
販

売
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
27
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

湯
っ
蔵
ん
ど

問
合
せ　

▼
湯
っ
蔵
ん
ど（
☎
２
４

８
‐
６
８
６
８
）
▼
産
業
連
携
開
発

課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

　

須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村
の

特
別
支
援
学
級
や
須
坂
支
援
学
校

で
学
ぶ
児
童
・
生
徒
の
作
品
を
展
示

し
、手
作
り
製
品
の
販
売
を
28
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時
に
行
い
ま
す
。

【
学
芸
展
】　

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
作
品
（
図

画
工
作
や
習
字
、
家
庭
科
作
品
）

を
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ　

▼
あ
ゆ
み
展
…
日
滝
小

学

校
（
☎
２
４
５
‐
０
２
０
３
）
▼

学
芸
展
…
仁
礼
小
学
校（
☎
２
４
５

‐
２
３
４
３
）

◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）



平成30年10月号 ・30・

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広
告
欄

市外局番…（026）

講

座
・

教

室

●
お
達
者
名
人
塾〈
全
10
回
〉

　

こ
れ
ま
で
「
お
達
者
ク
ラ
ブ
」や

「
お
達
者
元
気
塾
」
に
参
加
し
た
方

を
対
象
に
し
た
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
に
取
り
組
む
講
座
で
す
。

と　

き　

11
月
２
日
㈮
～
平
成
31

年
３
月
の
原
則
第
１
・
３
金
曜
日
午

後
１
時
30
分
～
３
時
（
初
回
の
み

１
時
15
分
～
３
時
）

と
こ
ろ　

須
坂
温
泉
古
城
荘

内　

容　

▼
腰
痛
・
膝
痛
予
防
体

操
▼
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
体
操

▼
音
楽
療
法
▼
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

対
象
者　

市
内
在
住
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
で
、
こ
れ
ま

で
「
お
達
者
ク
ラ
ブ
」
お
よ
び
「
お

達
者
元
気
塾
」
に
参
加
し
た
方
（
平

成
30
年
４
月
～
９
月
の
お
達
者
元

気
塾
の
参
加
者
ま
た
は
、
今
ま
で

に
お
達
者
名
人
塾
に
参
加
し
た
方

は
除
く
）

※
参
加
者
に
は
無
料
入
浴
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

定　

員　

30
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）
、
ま
た

は
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
４
日
㈭
～
19
日

㈮
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
人
権
問
題
学
習
会

と　

き　

10
月
17
日
㈬
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

二
睦
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
差
別
と
の
闘
い
」

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
講
座
・
教
室

【
こ
こ
ろ
を
つ
な
い
で
す
く
す
く

 

ホ
ー
ム
】

と　

き　

10
月
16
日
㈫
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
（
２
階
）

演　

題　

「
お
い
し
い
食
事
と
お

や
つ
で
す
く
す
く
育
て
よ
う
」

講　

師　
　

市
管
理
栄
養
士

対
象
・
定
員　

▼
乳
幼
児
親
子（
15

組
）▼
孫
育
て
に
か
か
わ
る
方（
15
組
）

※
託
児
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

申
込
期
限　

10
月
10
日
㈬

【
ピ
ア
マ
マ
サ
ロ
ン
〈
全
５
回
〉
】

と　

き　

▼
10
月
23
日
㈫
▼
30
日

㈫
▼
11
月
６
日
㈫
▼
13
日
㈫
▼
20

日
㈫
各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
（
２
階
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
試
食
代
）

持
ち
物　

マ
グ
カ
ッ
プ

対
象
・
定
員　

乳
幼
児
親
子（
25
組
）

※
託
児
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

申
込
期
限　

10
月
10
日
㈬

【
す
く
す
く
パ
パ
「
お
父
さ
ん
の
料

理
教
室
」
】

と　

き　

10
月
27
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

井
上
地
域
公
民
館

対
象
・
定
員　

お
父
さ
ん
と
子
ど

も（
６
組
）

申
込
期
限　

10
月
17
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
６
５
８
８
）

蔵
の
ま
ち
須
坂　

銀
座
通
り

う
ま
い
も
ん
市
２
０
１
８

と　

き　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
道
銀
座
通
り
線

内　

容　

▼
飲
食
出
店
▼
三
浦
市
・

塩し
お
が
ま竈

市
・
浜
松
市
３
市
フ
ェ
ス
タ　

【
出
店
者
募
集
】

出
店
区
画
・
料
金　

１
区
画
（
２

ｍ
×
２
ｍ
程
度
）
２
千
円

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈯

●
11
月
３
日
㈯
の
イ
ベ
ン
ト　

●
や
ま
び
こ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
２
０
１
８
in
須
坂

　

県
内
で
地
域
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
る
団
体
の
研
修
の
場
で
あ
る
、

や
ま
び
こ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
須
坂
市

で
開
催
し
ま
す
。

　

や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
興
味
の
あ
る

方
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
▼
11
月
10
日
㈯
…

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル（
須
坂
駅
前
ビ
ル

３
階
）▼
11
日
㈰
…
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク（
須
坂
市
、長
野
市
松
代
、小
布

施
町
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、現
地

視
察
を
行
い
ま
す
）

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

や
ま
び
こ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
長
野
支
部
事
務
局（
長

野
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課
内
）

（
☎
２
３
４
‐
９
５
０
１
）

申
込
・
問
合
せ　

蔵
の
ま
ち
須
坂

銀
座
通
り
う
ま
い
も
ん
市
実
行
委

員
会
事
務
局（
蔵
の
ま
ち
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
２
４
８
‐
６
８
６
７
）

第
15
回
う
ま
い
も
ん
祭
り

と　

き　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

旧
小
田
切
家
住
宅

内　

容　

▼
の
り
巻
き
教
室（
先
着

80
人
）…
午
前
10
時
30
分
～
▼
ひ
ん

の
べ
汁
の
ふ
る
ま
い
…
午
前
11
時

30
分
～
▼
に
ら
せ
ん
べ
い
の
ふ
る

ま
い
…
正
午
～
▼
伝
統
野
菜
・
地

場
野
菜
・
加
工
品
の
販
売　

な
ど

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

ｉ
ｔ
ｏ
縁
市
～
う
ま
い
も
ん
祭
り
～

と
こ
ろ　

旧
小
田
切
家
住
宅

内　

容　

糸
に
ち
な
ん
だ
ク
ラ
フ

ト
フ
ェ
ア
な
ど

問
合
せ　

旧
小
田
切
家
住
宅

（
☎
２
４
６
‐
２
２
２
０
）

お仕事
株式会社ヒューネット２１ 長野市中越1-5-12

　 haken@hunet21.jpTEL:0120-213-773

派遣・正社員・
アルバイト・パート

有り
ます

地元長野で
２０年！

詳しくは右記に
お問い合わせ下さい

勤務地

職　種

高山村

工業製品製造
（材料の投入や準備等の簡単な業務）

食品製造（簡単なライン作業）

時　給 1,000円（交通費１万円まで支給）

休　日 土・日

時　間

工業製品製造のお仕事 食品製造のお仕事

空調有りの綺麗な職場です。お近くの勤務地で一緒に働きませんか？

hunet21 検索その他の
お仕事は

※①、②、③で選択可能。

勤務地

職　種

須坂市

時　給 1,000円（交通費１万円まで支給）

休　日 土・日

時　間 ①8：00～17：00
②17：00～翌2：00

①8：00~17：00  ②12：50~21：50
③18：00~翌3：00

※①、②で
　選択可能。

須坂市内での
登録・面談も可能です！



平成30年10月号・31・

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

寄 

附 

募 

集

許
可
１
件

【
平
成
30
年
度
障
害
児
者
愛
の
募
金
】

募
集
責
任
者　

竹
内
智
恵
子
（
須

坂
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

募
集
金
品
の
額	

99
万
円

期　

間　

10
月
１
日
㈪
～
10
月
31

日
㈬

届
出
２
件

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　７戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　３戸　３ＫＢ

○屋　部　　１戸　３ＤＫＹ

○旭ケ丘　　２戸　２ＫＹ

○かんまち　１戸　３ＤＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】
募集団地 間取り

○末広６０３号　　３ＬＤＫＹ

　家　賃　　75,000円

　敷　金　　家賃の３カ月分

　要　件　　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

募集期間　10月１日㈪～10日㈬　抽選日時　10月15日㈪午前９時

問 合 せ　まちづくり課（☎２４８‐９００７)

市外局番…（026）

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
竹
の
鳥
か
ご
▼
大
正
琴
▼
オ
ル

ガ
ン
▼
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
▼
座
布
団

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
シ
ル
バ
ー
カ
ー
▼
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ー
ル
▼
絵
本

【《
差
し
上
げ
ま
す
》 

の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

10
月
９
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選　

10
月
11
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

◎
平
成
29
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

た
の
し
い
な　

や
す
み
じ
か
ん
に　

ニ
コ
ニ
コ
だ　

須
坂
支
援
中
２
年　

小
林
綾
香

と
こ
ろ　

消
防
本
部
（
３
階
）

【
普
通
救
命
講
習
】

と　

き　

11
月
４
日
㈰
午
前
９
時

～
11
時

内　

容　

▼
１
歳
以
上
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
・
胸
骨

圧
迫
）
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
方
法

対　

象　

講
習
時
間
が
２
時
間
と

な
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン

グ
）を
受
講
し
た
方

定　

員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈬

【
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会〈
全
３
回
〉】

と　

き　

▼
11
月
10
日
㈯
▼
17
日

㈯
▼
18
日
㈰
各
回
と
も
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
30
分

内　

容　

▼
救
命
に
必
要
な
知
識

▼
指
導
要
領
▼
筆
記
試
験
▼
実
技

試
験

参
加
費　

３
６
７
２
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

対　

象　

３
日
間
受
講
で
き
る
方

定　

員　

５
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

消
防
署
消
防
係

（
☎
２
４
５
‐
９
１
０
０
）

●
消
防
署
の
講
習
会

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

と　

き　

10
月
９
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

●
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
発

　
達
心
理
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
講
座

と　

き　

10
月
11
日
㈭

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

動
物
ふ
れ
あ
い
体
験　

午
後
３
時

30
分
～
４
時

講
演
・
時
間　

▼「
発
達
段
階
の
理

解（
思
春
期
の
心
理
的
変
化
）」…
午

後
４
時
～
５
時
▼「
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
に
は
」…
午
後
５
時

～
６
時

講　

師　

飯
田
俊
穂
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

О
法
人
長
野
県
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
講
演
終
了
後
、
希
望
す
る
方
に

は
、
講
師
に
よ
る
個
別
相
談
会
が

あ
り
ま
す
の
で
、
10
月
９
日
㈫
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

申
込
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

●
高
齢
者
健
康
教
室
公
開
講
座

と　

き　

10
月
18
日
㈭
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ　

な
ど

対　

象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
介
護
教
室

と　

き　

10
月
15
日
㈪
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

長
野
県
立
信
州
医
療
セ

ン
タ
ー
（
北
棟
４
階
講
堂
）

テ
ー
マ
「
血
圧
は
ど
う
し
て
高
く

な
る
の
？
～
知
ろ
う
、
血
圧
の
こ

と
、
身
体
の
こ
と
～
」

講　

師　

中
沢
里
美
さ
ん（
公
益
社

団
法
人
長
野
県
看
護
協
会　

須
高
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

看
護
師
）

対　

象　

▼
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
▼
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

申
込
期
限　

10
月
９
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

長
野
広
域
連
合

　

須
坂
荘（
☎
２
４
２
‐
５
４
４
０
）

●
人
権
教
育
講
座

と　

き　

10
月
19
日
㈮
午
後
６
時

30
分
～
８
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）

講　

演　

私
を
変
え
て
く
れ
た
仲

間
た
ち
～
県
内
の
差
別
事
件
と
部

落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て
～

講　

師　

中
本
栄
さ
ん（
部
落
解
放

同
盟
長
野
県
連
合
会
書
記
長
）

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
10
月
12

日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

【
信
州
須
坂
大
菊
花
展
寄
付
金
】

募
集
責
任
者　

関
宣
信
（
須
坂
菊

愛
好
会
会
長
）

募
集
金
品
の
額	

５
万
円

期　

間　

10
月
25
日
㈭
～
11
月
12

日
㈪

【
平
成
30
年
度
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
】

募
集
責
任
者　

竹
前
美
枝
子
（
須

坂
市
結
核
予
防
婦
人
会
会
長
）

募
集
金
品
の
額	

48
万
円

期　

間　

10
月
１
日
㈪
～
10
月
31

日
㈬

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）
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広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

市外局番…（026）

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

子
ど
も
の
頃
の
体
験
の
積
み
重
ね
は
、
豊
か
な
人
生
の
基
盤
に
な
り
ま
す

休日緊急診療室（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日・12月29日

　　　　～１月３日

9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※休日緊急診療室は、須高医師
会、信州医療センター、須高行
政事務組合が共同で運営してい
ます。

10月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

10月７日㈰ 須坂いせや

10月８日㈷ スザカ岡田

10月14日㈰ スズラン

10月21日㈰ すみさか土屋、立町中央

10月28日㈰ 大丸

11月３日㈷ 高梨土屋

※芝宮前中島ファミリー薬局は

21日（第３日曜日）を除き、すべ

て営業します。

日曜・祝日の当番薬局

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの 
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成30年７月生

平成30年５月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成29年10月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

平成27年10月生

平成21年10月生

平成19年10月生

生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）平成30年８月生

※持ち物は各戸に配布している「健康カレンダー」をご覧いただくか健康づ
くり課までお問い合わせください。 

平成30年２月１日～２月15日生
平成30年２月16日～２月28日生

13：00～13：15
14：15～14：30

13：00～13：15
14：15～14：30

平成30年１月１日～１月15日生
平成30年１月16日～１月31日生か み か み

離乳食講座
11/1（木）

４（木）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13：00～13：20
13：20～13：40

平成30年７月１日～７月15日生
平成30年７月16日～７月31日生

５（金）
13：00～13：20
13：20～13：40

平成30年６月１日～６月15日生
平成30年６月16日～６月30日生

11/2（金）

３　歳　児
健 康 診 査

13：00～13：20
13：20～13：40

平成27年９月23日～９月30日生
平成27年10月１日～10月20日生

26(金）

も ぐ も ぐ
離乳食講座

18（木） 13：00～13：15
14：15～14：30

平成30年４月１日～４月15日生
平成30年４月16日～４月30日生

１　歳　児
健 康 相 談

16(火）
13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年９月20日～９月30日生
平成29年10月１日～10月12日生

2（火）
13：00～13：20
13：20～13：40

13：00～13：20
13：20～13：40

平成28年９月４日～９月19日生
平成28年９月20日～10月２日生

平成28年10月３日～10月20日生
平成28年10月21日～11月６日生

２　歳　児
健 康 相 談

19（金）
13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年３月29日～４月10日生
平成29年４月11日～４月19日生1歳6か月児

健 康 診 査 13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年４月20日～５月２日生
平成29年５月３日～５月16日生

【個別予防接種】　                                   （会場：各医療機関）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　　　　　　　　　　　（会場：保健センター）

11/6(火）

税金などの納期限

◆納期限内の納付をお願いします。

◆便利な口座振替をご利用ください。

◆市税等の督促状のお支払いは、税シ

ステムの切り替えのため、10月から平

成31年３月分までクレジットカードで

のお支払いができません。ご不便をお

かけいたしますが、ご了承ください。

お問い合わせは税務課（☎248‐9001）へ。

納期限･口座振替日

10月31日㈬

11/16（金）

市・県民税（普通徴収）……３期

国民健康保険税（普通徴収）…４期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…４期

介護保険料（普通徴収）……７期



　

今
年
の
夏
は
、
と
に

か
く
異
常
だ
っ
た
。
関

東
甲
信
越
で
は
６
月
中

に
梅
雨
が
明
け
、
そ
の

後
１
カ
月
ほ
ど
は
ほ
と

ん
ど
雨
も
な
く
、
猛
暑
・
酷
暑
の

日
々
が
続
き
、
多
く
の
人
が
熱
中

症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
た
。
西

日
本
で
は
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る

集
中
豪
雨
で
多
く
の
家
屋
が
流
さ

れ
る
な
ど
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、

観
測
史
上
初
の
逆
走
台
風
12
号
や

多
発
し
た
台
風
で
さ
ら
な
る
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
。
世
界
に
目
を
向

け
る
と
、
熱
波
に
よ
る
大
規
模
な

山
火
事
や
大
洪
水
に
襲
わ
れ
る
映

像
を
目
の
当
た
り
に
し
た
▼
地
球

は
、
日
中
気
温
が
上
昇
す
る
と
雲

が
発
生
し
、
ス
コ
ー
ル
な
ど
の
降

雨
に
よ
り
自
発
的
冷
却
化
す
る
機

能
を
持
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
地
球

温
暖
化
に
は
、
太
陽
活
動
や
地
球

公
転
軸
の
変
化
な
ど
に
よ
る
自
然

的
要
因
も
あ
る
が
、
森
林
破
壊
や

化
石
燃
料
の
大
量
消
費
な
ど
に
よ

っ
て
二
酸
化
炭
素
の
増
加
を
も
た

ら
す
経
済
優
先
の
人
的
要
因
も
あ

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
気
候
の

極
端
な
変
化
が
起
こ
り
集
中
豪
雨

や
大
型
台
風
が
多
発
し
、
被
害
が

増
大
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
よ
っ
て
、
復
興
コ
ス
ト

も
膨
大
に
な
る
▼
こ
の
異
常
が
日

常
と
な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
。

　

灯
籠
流
し
と
は
、
主
に
先
祖
の

霊
を
弔
う
意
味
で
行
わ
れ
る
行
事

で
す
。

　

臥
竜
公
園
の
竜
ヶ
池
で
は
、
開

池
し
た
昭
和
６
年
か
ら
昭
和
20
年

代
ま
で
灯
籠
流
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

南
部
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会

で
は
、
家
族
や
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
作
り
あ
げ
る
夏
の
夜
の
風
物

詩
に
し
よ
う
と
復
活
を
考
え
、
平

成
17
年
に
「
竜
ヶ
池
灯
籠
流
し
実

行
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
同
年

に
復
活
さ
せ
、
今
年
で
14
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
（
土
・
祝
）
、
第
14
回
竜
ヶ
池
灯
籠
流
し
の
夕
べ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
臥
竜
公
園
に
は
、
親
子
な
ど
約
６
０
０
人
が

集
ま
り
夏
の
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

時
を
越
え
て
復
活

願
い
を
込
め
た
灯
籠

竜
ヶ
池
に
映
え
た
と
も
し
び
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▲小学校で行われた灯籠作り　
　教室の様子

▲竜ヶ池を流れる灯籠

　

使
用
す
る
灯
籠
は
、
小
山
小
学

校
や
森
上
小
学
校
、
各
町
で
開
催

し
た
灯
籠
作
り
教
室
、
常
盤
中
学

校
美
術
部
の
皆
さ
ん
、
７
月
の
臥

竜
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
体
験

教
室
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
暮
れ
を
待
っ
て
集
め
ら
れ
た

竜
ヶ
池
灯と

う
ろ
う籠

流
し
の
夕
べ

　
　
　

　
　
　
　
　
竜
ヶ
池
灯
籠
流
し
実
行
委
員
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
側
面
に
穴
を
開

け
、
和
紙
を
貼
り
付
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
季
節
の
花
な
ど

の
絵
と
と
も
に
、
将
来
の
夢
や
家

族
の
健
康
と
い
っ
た
願
い
ご
と
を

和
紙
に
描
き
、
思
い
を
込
め
た
灯

籠
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

講
師
を
し
た
小
山
町
副
区
長
の

小
林
正
人
さ
ん
は
「
小
学
校
２
、

３
年
生
と
一
緒
に
灯
籠
を
作
っ
た
。

皆
さ
ん
は
と
て
も
上
手
に
作
っ
て

い
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

灯
籠
に
火
が
灯と

も

り
、
い
よ
い
よ
竜

ヶ
池
へ
と
流
さ
れ
ま
す
。
実
行
委

員
が
、
灯
籠
を
橋
の
上
か
ら
一
つ

ひ
と
つ
池
に
下
ろ
し
ま
し
た
。
約

70
基
が
竜
ヶ
池
に
流
さ
れ
、
ボ
ー

ト
で
待
機
す
る
委
員
が
誘
導
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
約
３
０
０
基

の
灯
篭
が
池
の
周
囲
を
飾
り
、
と

も
し
び
に
囲
ま
れ
た
幻
想
的
な
景

色
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

灯
籠
が
池
を
流
れ
て
い
る
の
を

見
た
子
ど
も
た
ち
は
「
光
っ
て
い

る
の
が
す
ご
く
き
れ
い
」、「
う
ま
く

流
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ

う
に
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
嘉
生
輝
保
さ
ん

は
「
無
事
に
開
催
で
き
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
良
か
っ
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良

い
夏
の
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
須
坂
の
夏
の
風
物
詩
と
し

て
広
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。



平成30年10月号 ・34・

市
民
学
園
　
公
開
講
演
会

　

８
月
18
日
㈯
、
中
央
公
民
館
で
行
っ
た
市
民
学
園
公
開
講
演
会
に

１
３
２
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
清
水

ま
な
ぶ
さ
ん
が
聞
き
取
っ
た
戦
争
体
験
や
歌
を
と
お
し
て
、
平
和
の

大
切
さ
を
考
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

歌
と
語
り
の
講
演
会

　

当
時
３
歳
で
し
た
が
、
満
州
か

　

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
時
の
事
を

　

思
い
出
し
ま
す
。
戦
争
は
二
度

　

と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
再
確

　

認
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
悲
惨
な
体
験
の
上
に
今

　

の
平
和
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

　

は
な
ら
な
い
。
子
や
孫
た
ち
に

　

も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

歌
で
伝
え
る
戦
争
体
験
、
平
和
と
夢

・・

　

清
水
さ
ん
は
、
祖
父
か
ら
聞
い

た
戦
争
体
験
を
基
に
、
平
成
19
年

に
「
回
想
」
と
い
う
曲
を
作
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
戦
争
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
な
い
大
切
さ
を
伝
え
る
「
回
想

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、
２
０
０
人
以
上

の
方
か
ら
戦
争
体
験
を
聞
き
取
っ

て
感
じ
た
こ
と
は
、
い
か
に
戦
争

が
悲
し
く
辛
い
も
の
か
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
絶
対
に
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
こ
の
事
実
を
風
化
さ
せ
な
い
た

　

８
月
４
日
㈯
、
高

甫
地
域
公
民
館
が
主

催
し
た
講
座
に
、
77

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
平
和
の
願
い
学
習

会
」
と
題
し
て
、
戦

争
体
験
の
お
話
と
、

高
甫
小
学
校
に
植
え

て
あ
る
柿
の
木
に
込

め
ら
れ
た
思
い
に
つ

い
て
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　　　　高甫地域公民館

今ある平和をかみしめて
戦
渦
を
伝
え
て
い
き
た
い

　

海
軍
に
入
隊
し
、
戦
争
を
体
験

し
た
越
福
雄
さ
ん
（
上
八
町
）
と

冨
沢
忠
彦
さ
ん
（
野
辺
町
）
か
ら

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

越
さ
ん
か
ら
、
海
軍
の
訓
練
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
「
想
像

以
上
の
大
変
さ
で
し
た
」
と
い
う

言
葉
に
、
参
加
者
も
思
わ
ず
息
を

漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
当

時
多
く
の
犠
牲
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
今
の
平
和
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

冨
沢
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
経
験

か
ら
「
新
兵
教
育
を
受
け
て
い
る

間
に
感
じ
た
こ
と
は
、
軍
隊
生
活

で
は
、
体
格
の
違
い
や
出
身
地
に

関
係
な
く
、
平
等
に
誰
も
が
兵
隊

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
皆
さ
ん
の
子
ど
も
や
孫
を
戦

　

高
甫
小
学
校
に
植
え
ら
れ
て
い

る
柿
の
木
に
つ
い
て
、
平
成
13
年

に
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
長
を
務

め
た
荒
井
清
治
さ
ん
（
下
八
町
）

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

植
樹
の
き
っ
か
け
は
「
長
崎
県

で
被
爆
し
た
柿
の
木
か
ら
生
ま
れ

た
苗
木
を
差
し
上
げ
ま
す
」
と
書

か
れ
た
新
聞
の
記
事
で
し
た
。
高

甫
地
域
は
有
名
な
柿
の
産
地
で
、

柿
の
花
が
高
甫
小
学
校
の
校
章
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
に
柿

の
木
を
植
え
て
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
譲

り
受
け
ま
し
た
。
譲
り
受
け
た
時

は
１
ｍ
ほ
ど
だ
っ
た
苗
木
も
今
で

は
立
派
な
木
に
な
り
ま
し
た
。

　

荒
井
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
平

和
を
願
う
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

回
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

　

平
成
26
年
か
ら
28
年
に
か
け
て
、

清
水
さ
ん
は
長
野
県
全
市
町
村
を

訪
ね
て
聞
き
取
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
故
勝
山
義
三
さ
ん

が
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
、
若
者
に
は
も
っ
と
勉
強
し

て
ほ
し
い
と
強
く
語
っ
て
お
ら
れ

た
姿
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
、
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
「
私
た
ち
は
、
ど

う
し
た
ら
争
い
の
な
い
世
の
中
に

で
き
る
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
訴
え
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
き
っ
か
け
で
あ
る
楽
曲
「
回
想
」

を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他

に
も
、
東
京
大
空
襲
や
満ま

ん
も
う蒙

開
拓

団
を
経
験
し
た
方
か
ら
聞
き
取
っ

地
に
送
る
よ
う
な
社
会
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

め
に
伝
え
て
い
き
た
い
、
そ
ん
な

思
い
で
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

た
体
験
と
、
そ
れ
を
基
に
作
ら
れ

た
楽
曲
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
演

奏
が
終
わ
る
度
に
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
清
水
さ
ん
は
「
戦

争
の
最
中
に
い
た
人
た
ち
は
、
夢

を
見
た
く
て
も
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
今
を
生
き
る
私
た
ち

が
夢
を
持
っ
て
毎
日
を
輝
か
し
く

生
き
て
い
く
こ
と
で
、
先
人
た
ち

へ
の
恩
返
し
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
夢
を
持
っ
て
、
未

来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

平
和
を
願
う
柿
の
木

▲清水まなぶさん

▲熱心に耳を傾ける皆さん

▲越福雄さんの講演の様子



・35・

体験

　

地
元
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
切
り
絵

紙
芝
居
の
地
と
豊
丘
地
域
の
「
謙け

ん

信し
ん
み
ち道

」
約
６
㎞
を
徒
歩
で
巡
り
ま

す
。

と　

き　

10
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

正
午
（
予
定
）

受　

付　

午
前
８
時
～

集　

合　

豊
丘
地
域
公
民
館

内　

容　

紙
芝
居
の
舞
台
と
な
っ

市外局番…(026)

平成30年10月号

豊
丘
の
民
話 

　
　
　

切
り
絵
紙
芝
居
の
地
巡
り

民
話
と
現
代
の

　
　

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

学ぶ

や
ん
し
ゃ
２
０
１
８　

   

　

日
滝
の
里
「
大
谷
町
」
を
訪
ね

▲大谷町公会堂の隣にある弁財天

▲紙芝居の舞台となった現地で
　紙芝居を口演します

▲③塩野村の六地蔵さんの一場面

豊
丘
地
域
公
民
館

日
滝
地
域
公
民
館

　
　
　
　

た
現
地
で
次
の
①
～
③

　
　
　
　

の
紙
芝
居
を
口
演
し
ま
す
。

　
　
　
　

①
明
光
寺
の
石
仏

　
　
　
　

②
氷
室
も
の
が
た
り

　
　
　
　

③
塩
野
村
の
六
地
蔵
さ
ん

参
加
費　

２
５
０
円

　
　
　
　

（
豊
丘
の
手
作
り
お
や

　
　
　
　

き
２
個
・
保
険
代
）

持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

10
月
25
日
㈭
ま
で

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
９
７
６
８

て
み
ま
せ
ん
か
。
大
谷
町
所
有
の

弁
財
天
や
涅ね

は

ん

ず

槃
図
の
学
習
を
し
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

雨
天
決
行
で
す
。

と　

き　

10
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

３
時

集　

合　

大
谷
町
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

午
後
１
時

【
現
地
学
習
】

　
　
　
　

〇
大
谷
町
公
会
堂

　
　
　
　

○
弁
財
天

　
　
　
　

○
涅
槃
図

講　

師　

中
村
厚
さ
ん

　
　
　
　

（
郷
土
史
研
究
家
）

参
加
費　

無
料

主　

催　

日
滝
地
区
明
る
い
地
域

　
　
　
　

づ
く
り
実
行
委
員
会

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

おでかけパソコン教室

①～③とも　講　師　ＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会　※パソコンは主催者が用意します。

講座名

②デジカメ写真整理術

　講座　　　＜全３回＞

①スマホ

　＆タブレット講座

　　　　　　＜全３回＞

③年賀状講座

　　　　　　＜全３回＞

と　　き 定員・参加費 申込期限 ところ・問合せ

11月

５日㈪午後２時～４時

６日㈫午前10時～正午

７日㈬午後２時～４時

10月15日㈪～17日㈬

午後２時～４時

11月７日㈬～９日㈮

午前10時～正午

10月12日㈮まで

※平日の午前８時30分～午後５時

11月２日㈮まで

※平日の午前８時30分～午後５時

11月２日㈮まで
※平日の午前８時30分～午後５時

10人
500円

10人
500円

10人
500円

日野地域公民館

☎２４６‐２２７４

高甫地域公民館

☎２４８‐１９２５

旭ヶ丘ふれあいプラザ

☎２４６‐３７８３
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お 知 ら せ 市外局番…(026)

社会教育団体からのお知らせ

展
示
会

 

体
験

イ
ベ
ン
ト

　

写
真
ク
ラ
ブ
光
影
・
光
遊
会

　
～
写
真
展
～

　　

一
年
間
の
成
果
発
表
展
示
会
で

　

入
選
作
品
展
示
巡
回
展

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
須
高
児
童
作
品

展
の
絵
画
・
版
画
・
書
写
の
入
選

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

須
坂
市
、
小
布
施
町
、
高
山
村

の
小
学
生
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と　

き　

10
月
22
日
㈪

　
　
　
　

午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　

29
日
㈪

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分

※
中
央
公
民
館
の
開
館
時
間
内
の
み

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

　
　
　
　

ロ
ビ
ー
（
２
階
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
８
９
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
沢
）

　

「
絵
画
パ
レ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
展

　

毎
月
第
２　

４
金
曜
日
の
夜
に

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

会
員
が
集
ま
り
、
滝
沢
敏
さ
ん
を

講
師
に
、
油
絵
を
楽
し
ん
で
学
ん

で
い
る
仲
間
の
作
品
展
で
す
。

と　

き　

11
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ　

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

臥
竜
公
園

　
　
　
　

（
南
部
地
域
公
民
館
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
８
２
８
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
深
井
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
電
波
教
室

　

ラ
ジ
オ
を
作
っ
て
電
波
の
仕
組

み
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
第
二
会
議
室

内　

容　

お
も
し
ろ
電
波
教
室

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

　
　
　
　

ラ
ジ
オ
の
組
み
立
て

※
半
田
ゴ
テ
を
使
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

　　

国
籍
や
文
化
、
言
語
の
違
い
に

と
ら
わ
れ
ず
、
外
国
の
方
と
楽
し

く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
。

と　

き　

11
月
10
日
㈯　
　
　
　

　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

参
加
費　

中
学
生
以
上

　
　
　
　

前
売
り
券
４
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券
５
０
０
円

※
小
学
生
は
３
０
０
円

持
ち
物　

は
し
、
皿
、
コ
ッ
プ

※
料
理
を
１
品
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
ご
自
身
の
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

☎
０
８
０
‐
５
１
４
５

　
　
　
　

‐
２
７
５
９
（
水
越
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル　

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル
・
エ
ン
ト
ラ

　
　
　
　

ス
ホ
ー
ル

【
芸
能
祭
】　

バ
レ
エ
、
日
本
舞
踊
、

詩
吟
、
吟
剣
詩
舞
、
木
遣
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど

と　

き　

10
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
３
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
花
房
）

　
第
56
回
須
坂
市
民
文
化
祭

　

須
坂
市
文
化
芸
術
協
会
会
員
が

日
ご
ろ
の
精
進
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

【
茶
席
】　

裏
千
家

と　

き　

10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル
（
ホ
ワ
イ
エ
）

【
音
楽
祭
】　

邦
楽
（
筝こ

と

・
三
弦　

尺
八
）
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
民
謡
三

味
線
、
オ
カ
リ
ナ
、
昔
語
り
な
ど

と　

き　

10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

【
謡
曲
会
】　

観
世
流
、
宝
生
流

と　

き　

10
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

【
展
示
会
】　

生
花
、
書
道
、
ア
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
、
絵
画
、
レ
カ
ン

フ
ラ
ワ
ー
、
版
画
、
短
歌
な
ど

と　

き　

10
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

10
月
28
日
㈰

・

す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
20
日
㈯
～
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
シ
ル
キ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

（
２
階
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
８
０
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
滝
沢
）

・

※
完
成
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

対　

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
生

　
　
　
　

と
そ
の
保
護
者

定　

員　

親
子
10
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

10
月
10
日
㈬

主　

催　

地
域
づ
く
り
須
坂
未
来
塾

問
合
せ　

中
央
公
民
館

　
　
　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

展
示
会

展
示
会



平成30年10月号・37・

【
各
講
座
に
つ
い
て
】

○
申
込
の
受
付
開
始
は
、

毎
月
第
１
火
曜
日
、
午
前
８
時

30
分
～
で
す
。

○
無
料
託
児
あ
り
ま
す
（
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
。

○
男
性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

〇
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
支
払
期
限
の
厳
守
に
ご
協
力
く
だ

　

さ
い
。
キ
ャ
ン
セ
ル
や
支
払
い
が

　

遅
れ
る
場
合
は
、１
週
間
前
ま
で

　

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

ち
り
め
ん
素
材
の
布
を
使
っ
て
、

「
つ
る
し
雛
」
な
ど
の
ひ
な
細
工

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
お
裁
縫

セ
ッ
ト
を
出
し
て
指
先
を
使
っ
て

作
り
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
８
日
、
15
日
、

　
　
　
　
　
　

22
日

※
各
回
す
べ
て
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

大
講
習
室
（
２
階
）

講　

師　

ひ
な
細
工
の
会
の

　
　
　
　

皆
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円

　
　
　
　

（
材
料
代
）

支
払
期
限　

10
月
31
日
㈬

持
ち
物　

裁
縫
道
具

　
　
　
　

（
針
、
糸
き
り
ば
さ
み

　
　
　
　

を
含
む
）

定　

員　

15
人

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

講
座･

催
し

講
座･

催
し

「
つ
る
し
雛び

な

」を

　
　
　
　

作
っ
て
み
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　

〈
全
３
回
〉

お
手
軽

　

「
お
せ
ち
料
理
」
に
挑
戦

　

《
親
子
講
座
》

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
フ
ラ
ー
を

　
　
　
　

親
子
で
作
ろ
う
！

す
ざ
か
女
性
未
来
館
だ
よ
り

No.115

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
フ
ラ
ー
を
編
み

針
を
使
わ
ず
に
「
ゆ
び
」
で
編
み

ま
す
。

　

親
子
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

大
講
習
室
（
２
階
）

内　

容　

ゆ
び
編
み
マ
フ
ラ
ー

講　

師　

魔
法
の
一
本
針
の

　
　
　
　

皆
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円

支
払
期
限　

10
月
31
日
㈬

持
ち
物　

筆
記
用
具

定　

員　

親
子
10
組
（
20
人
）

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
「
お
せ
ち
」
で
年

越
し
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

一
品
で
も
自
分
で
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

11
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内　

容　

○
だ
て
巻
き

　
　
　
　

○
し
し
ゃ
も
入
り
昆
布

　
　
　
　

巻
き　
　
　
　
　

ほ
か

講　

師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議

　
　
　
　

会
の
皆
さ
ん

参
加
費　

７
０
０
円

支
払
期
限　

10
月
31
日
㈬

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん
、
持
ち

　
　
　
　

帰
り
用
容
器

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

おでかけパソコン教室

講　師　ＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会　※パソコンは主催者が用意します。

※参加費のお支払いは講座初日にお願いします。

講座名

パソコン講座

総合実践＜全８回＞

と　　き 定員・参加費 申込期限 ところ・問合せ

10月29日㈪～

11月7日㈬※土日を除く

午後6時30分～8時30分

10人

700円
10月25日㈭まで すざか女性未来館

☎２１４－６０４１

▲おせち料理の
　　　イメージです

▲　

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
フ
ラ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
メ
ー
ジ
で
す
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生
涯
学
習
推
進
員
が

　
　

取
材
し
ま
し
た

▲楽しんで練習する皆さん

▲工場の様子（麦芽投入）

スザッピー

　

須
坂
で
育
っ
た
フ
ル
ー
ツ
を
使

用
し
た
発
泡
酒
や
ワ
イ
ン
の
製
造

過
程
を
見
学
し
ま
す
。
見
学
だ
け

で
な
く
試
飲
も
可
能
で
す（
ワ
イ
ン

の
み
購
入
で
き
ま
す
。
）
。
バ
ス
で

の
往
復
で
す
の
で
車
は
な
く
と
も

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

と　

き　

11
月
２
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

参
加
費　

１
５
０
円

　
　
　
　

試
飲
さ
れ
る
方
は

　
　
　
　

プ
ラ
ス
１
５
０
０
円

「
須
坂
産
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た

　

製
造
工
場
見
学
」

　　　　　　

参
加
者
募
集
！

小
林
一
茶
と

　

須
坂
の
俳
人
た
ち

ま
な
び
ー
号

須
坂
市
民
総
合
大
学

定　

員　

20
人

募
集
期
間　

10
月
15
日
㈪
～
25
日
㈭

集
合
・
解
散

　

泉
園
幼
稚
園
北
の
北
側
駐
車
場

見
学
箇
所

・
㈱
ク
ル
ー
ク
ダ
イ
ニ
ン
グ

　

須
坂
豊
丘
醸
造
場

・
楠

く
す
の
きワ

イ
ナ
リ
ー
ワ
イ
ン
工
場

※
試
飲
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

　

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、

　

左
記
の
バ
ス
の
巡
回
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

バ
ス
巡
回
コ
ー
ス
（
往
復
）

　

中
央
公
民
館
―
須
坂
駅
前
―
北

　

原
町
―
南
原
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

　

交
差
点
附
近
―
現
地

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

申
込
・
問
合
せ　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

須
坂
市
に
は
小
林
一
茶
の
門
人

が
少
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
い
な

か
っ
た
と
い
う
話
を
し
ば
し
ば
耳

に
し
ま
す
。
実
際
は
ど
う
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
一
茶
が
故
郷
に

定
住
し
亡
く
な
る
ま
で
の
文
化
９

（
１
８
１
２
）年
～
文
政
10（
１
８
２

７
）
年
を
中
心
に
、
須
坂
の
俳
人

の
活
動
と
そ
の
作
品
の
紹
介
や
、

一
茶
の
人
物
像
に
迫
る
お
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

講　

師　

田
子
修
一
さ
ん

　
　
　

（
須
坂
市
文
書
館
専
門
員
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

残
暑
厳
し
い
８
月
下
旬
、
旧
上

高
井
郡
役
所
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に

45
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し

た
。
講
師
の
小
林
和
人
さ
ん
と
ピ

ア
ノ
伴
奏
の
吉
田
し
の
ぶ
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
懐
か
し
い
愛
唱
歌

を
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
穏
や

か
な
笑
顔
の
小
林
さ
ん
の
指
揮
と

ス
テ
キ
な
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
こ
の

会
の
会
歌
か
ら
歌
い
始
め
ま
し
た
。

続
い
て
「
り
ん
ご
の
唄
」
、「
青
い
山

脈
」
、「
旅
愁
」な
ど
、
次
々
と
歌
声

が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

毎
年
「
童
謡
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
童
謡
誕
生

１
０
０
年
の
年
に
あ
た
る
今
年
は

「
歌
い
続
け
て
31
年　

広
が
っ
た

童
謡
の
仲
間
」と
題
し
、
若
里
ホ
ー

ル
で
７
月
28
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
12
支
部
が
参
加

し
、
須
坂
支
部
も
発
表
し
ま
し
た
。

他
に
も
、
須
坂
市
内
の
福
祉
施
設

を
訪
問
し
、
小
学
校
の
音
楽
会
へ

の
招
待
出
演
や
、
い
い
や
ま
菜
の

花
ま
つ
り
（
朧お

ぼ
ろ
づ
き
よ

月
夜
音
楽
祭
）
な

ど
に
参
加
し
て
、
会
場
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
９
月

11
日
㈫
に
は
、
福
祉
施
設
「
ぬ
く

も
り
園
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

「
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、

唱
歌
と
童
謡
を
愛
し
、
多
く
の
仲

間
と
一
緒
に
大
き
な
声
で
歌
う
こ

と
は
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
会
員

の
方
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
唱
歌
と
童
謡
を
愛
す
る

会
須
坂
支
部
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

活
動
日　

毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

問
合
せ　

☎
２
４
５-

３
９
９
２
（
横
江
）

（
生
涯
学
習
推
進
員
会

南
部
支
部　

小
林
（
美
）・
横
江 

記
）

９
月
～
11
月
は
生
涯
学
習
推
進
期
間
で
す
。
こ
の
期
間
に
、
地
域
の
文
化
祭
、
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
進
ん
で
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

９
月
１
日
発
行
の
「
ま
な
び
ー
ず

情
報 

生
涯
学
習
推
進
期
間
特
別
号
」

の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
１
Ｐ
『
第
56
回
須
坂
市
民
文
化
祭
』

【
謡
曲
会
】

　

（
正
）
日
時
…
10
月
27
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

　

（
誤
）
日
時
…
10
月
27
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分

【
展
示
会
】
内
容
の
文
中
２
行
目

　

（
正
）
作
品
展
示

　

（
誤
）
伝
統
作
品
展
示

【
芸
能
祭
】
内
容
の
文
中
２
行
目

　

（
正
）
伝
統
芸
能
の
発
表

　

（
誤
）
芸
能
発
表

●
６
Ｐ
『
32
回
投
扇
興
の
会
』

　

（
正
）
日
時
…
11
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

（
誤
）
日
時
…
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　

唱
歌
と
童
謡
を

　
　
　
愛
す
る
会

　
　
　
　

須
坂
支
部
♬

♬
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市外局番…（026）

▲ぶっくるー

　

き
の
こ
の
実
物
と
写
真
の
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。ま
た
、食
毒
判
定
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

と　

き　

10
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
７
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

創
造
の
家
（
１
階
軽
運
動
室
）

【
講
演
会
】

と　

き　

10
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

創
造
の
家
（
２
階
音
楽
室
）

演　

題　

▼
き
の
こ
中
毒

の
防
止
に
つ
い

て▼
野
生
き
の
こ

に
つ
い
て

※
き
の
こ
展
・

講
演
会
と
も
に

入
場
無
料
で
す
。

　

平
成
30
年
１
月
15
日
か
ら
長
期
休
館
し
て

お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Tel
２
４
５
‐
０
４
０
７　

Fax
２
１
４
‐
５
５
４
８

須
坂
市
立
博
物
館

博
物
館
だ
よ
り

　

鍍と

銀
銅
製

獅し

か

み

も

ん

か

ば

ん

噛
紋
銙
板

▲

　

東
日
本
最
古
・
最
大
級
の
積
石
塚

「
八
丁
鎧

よ
ろ
い
づ
か塚

古
墳
」を
楽
し
み
な
が
ら

学
び
ま
し
ょ
う
。

※
小
雨
決
行
。
雨
天
中
止
。

と　

き　

10
月
27
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
１
時

と
こ
ろ　

八
丁
鎧
塚
古
墳
公
園

内　

容　

▼
紙
芝
居
▼
高
甫
小
学
校

ボ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
▼
相
森
中

学
校
吹
奏
楽
部
▼
我が

り
ゅ
う
し
ん

竜
神
ス
ザ
カ
イ

ザ
ー
▼
天
明
五
閑
太
鼓
▼
平
成
最
後

の
音
楽
会
▼
吟
行
俳
句
大
会
▼
Ｙ
Ａ

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｅ
▼
地
元
特
産
品
販
売

▼
お
楽
し
み
抽
選
会
▼
各
種
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

※
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
を
隣
組
回
覧
し

て
い
ま
す
。
内
容
の
詳
細
や
駐
車
場

な
ど
は
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第
９
回
八
丁
鎧
塚
ま
つ
り

第
49
回
須
坂
き
の
こ
展

「
幕
末
・
明
治
期
の
須
坂
」

堀
直
虎
没
後
１
５
０
周
年
・
明
治
１
５
０
年
記
念
展
示

期　

間　

11
月
４
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　

笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
３
階
展
示
室
）

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

学
芸
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

展
示
解
説
。

と　

き　

10
月
13
日
㈯
午
前
11
時
～

▲昨年の須坂きのこ展の様子

▲昨年の八丁鎧塚まつりの

　様子

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

１　

９
・
15
・
22
・
26
・
29
日

８月

来館者数

 11,673人

貸出冊数

23,536冊

図
書
館
だ
よ
り

　
　

ご
み
じ
ゃ
な
い　
　
　
　
　
　
　

ｍ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｉ

　
　

 

シ
カ
ク
さ
ん　
　
　
　
　

ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
ン

　　
　

お
も
し
ろ
謎
解
き
「
縄
文
」
の
ヒ
ミ
ツ　
　

小
学
館

　
　

兄
ち
ゃ
ん
は
戦
国
武
将　
　
　
　

佐
々
木
ひ
と
み

　
　

日
本
全
国
駅
名
め
ぐ
り　
　
　
　
　
　

今
尾
恵
介

　
　

定
年
ご
は
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
玲
子

　
　

97
歳
梅
干
し
名
人　
　
　
　
　
　
　

藤
巻
あ
つ
こ

　
　

イ
ン
ジ
ョ
ー
カ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

深
町
秋
生

新

刊

内

案

絵本児童一 般

　

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

期　

間　

10
月
27
日
㈯
～

　
　
　
　

11
月
９
日
㈮

楽
し
い
信
毎
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
講
座

お
は
な
し
び
っ
く
り
箱

と　

き 
 

11
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
３
階
ホ
ー
ル
）

出　

演　

お
は
な
し
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

対　

象　

幼
児
～
小
学
生
と
保
護
者

内　

容　

▼
紙
芝
居
▼
大
型
人
形
劇
▼
絵
本
の
読
み
聞

　
　
　
　

か
せ
な
ど

と　

き　

11
月
４
日
㈰
▼
午
前
10
時
～
▼
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

図
書
館
（
１
階
）

講　

師　

前
川
英
樹
さ
ん
（
信
濃
毎
日
新
聞
メ
デ
ィ
ア
局

　
　
　
　

専
門
委
員
）

【
本
の
受
け
入
れ
】　

　

ご
家
庭
に
不
要
な
本
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

須
坂
市
剣
道
場

※
汚
れ
の
あ
る
本
・
雑
誌
・
学
習

参
考
書
・
百
科
事
典
・
マ
ン
ガ
本

は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

【
本
の
配
布
（
無
料
）
】

　

受
け
入
れ
た
本
や
除
籍
し
た
本

を
１
人
20
冊
ま
で
配
布
し
ま
す
。

※
絵
本
は
１
人
３
冊
ま
で
。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
市

▲読書週間ポスター

と　

き　

10
月
28
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

須
坂
市
剣
道
場

・

信
州
須
坂
図
書
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
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おいしくできた
食ですこやか親子でクッキング

　日野小学校で「食ですこやか親子でクッ

キング」を９月５日・６日に開催し、３年

生児童71人とその保護者が参加しました。

　市では、朝食の大切さや旬の食材を親子

で学習し、食卓づくりにつなげていければ

と、市内の小学３年生とその保護者を対象

に事業を行っています。参加した小学３年

生の女子児童は「上手にできた。特にみそ汁

がおいしい」と話していました。〔９月５日〕

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

防災を学び対応する
総合防災訓練

　常盤中学校で総合防災訓練を行い、約650

人の市民らが初期消火訓練などに参加しま

した。また、常盤中生徒29人も参加しました。

　閉会式で小林敏区長会長（相森町区長）は

「災害に直面したことを考えると、訓練を

積み重ねることが、いざというときに役立

つ。多くの市民が防災を学び、いざという

ときに万全に対応できるようになってほし

い」とあいさつしました。　　〔８月26日〕
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